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青
木　

日
本
中
央
運
河
計
画
と
今
立
吐
酔

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

筆
者
は
先
に
、
同
時
代
公
文
書
を
も
と
に
、
今
立
吐
酔
の
公
職
歴
に
つ
い
て

調
査
し
た（

（
（

。
そ
の
過
程
で
気
付
い
た
の
が
、
今
立
吐
酔
の
公
職
空
白
期
間
で

あ
る
。
京
都
府
中
学
校
長
、
外
務
省
翻
訳
官
、
北
京
公
使
館
臨
時
公
使
、
占

領
地
総
督
部
民
生
部
事
務
官
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
後
、
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
（
十
一
月
、
滋
賀
県
商
業
学
校
長
を
病
気
理
由
で
退
職
。
以
後
、
明

治
四
十
二
年
に
横
浜
地
方
裁
判
所
通
訳
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
経
歴
か
ら
す
れ
ば

軽
微
な
職
に
就
く
ま
で
、
約
十
三
年
間
公
職
に
就
い
て
な
い
。
四
一
歳
～
五
四

歳
と
い
う
働
き
盛
り
の
時
期
で
あ
る
。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
明
治
二
十
九
年
で

リ
タ
イ
ア
し
て
し
ま
っ
た
観
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
明
治
二
十
九
年
に
今
立
吐
酔
が
「
日
本
中
央
運
河
計
画
」

と
い
う
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
情
報
を
「
北
淡
海
・
丸
子
船
の
館
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

（
（

か
ら
得
た
。
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
の
「
起
業
目
論
見
書
」

と
、
こ
れ
に
関
す
る
今
立
吐
酔
の
手
紙
三
通
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。「
空
白
の
十
三
年
間
」
を
考
え
る
と
、
こ
の
「
日
本
中
央
運
河
計
画
」
が
、

今
立
吐
酔
の
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　

調
査
す
る
う
ち
に
「
北
淡
海
・
丸
子
船
の
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
先
立
つ
昭

和
六
十
一
年
、
す
で
に
『
湖
北
の
歴
史
を
探
る（

（
（

』
な
る
本
に
、
こ
の
「
日
本
中

央
運
河
計
画
」
の
計
画
立
案
者
が
今
立
吐
酔
で
あ
っ
た
こ
と
、
前
述
の
「
起
業

目
論
見
書
」
お
よ
び
手
紙
の
概
要
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
さ
ら
に
、「
擬
「
琵
琶
湖
疏
水
」
事
業
計
画
の
誕
生
と
そ
の
消
滅
」（
昭
和

五
十
三
年（

（
（

（
と
い
う
論
文
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
の
当
初
、「
明
治

二
十
九
年
日
本
中
央
運
河
計
画
」
に
つ
い
て
の
記
載
を
確
認
で
き
た
文
献
は
、

こ
の
二
件
の
み
で
あ
っ
た
。（
他
の
文
献
は
、
こ
れ
ら
の
引
用
（。

　

今
回
、
こ
れ
ら
二
件
の
文
献
の
原
資
料
で
あ
る
「
北
淡
海
・
丸
子
船
の
館
」

蔵
「
今
立
吐
酔
発
澤
田
恒
太
郎
宛
書
簡
（
複
写
（」
等
と
、
京
都
府
立
京
都
学
・

日
本
中
央
運
河
計
画
と
今
立
吐
酔

青
　
木
　
孝
　
文
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六
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四
巻
二
号

歴
彩
館
蔵
の
「
日
本
中
央
運
河
計
画
」
に
関
す
る
文
書
数
件（

（
（

を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
一
部
を
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
と
共
に
、「
明
治
二
十
九

年
の
日
本
中
央
運
河
計
画
」
に
つ
い
て
の
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み

た
。

　
　
　

一　

琵
琶
湖
に
通
じ
る
運
河
開
鑿
等
計
画
の
歴
史

　

鉄
道
網
整
備
以
前
、
日
本
海
側
諸
地
域
か
ら
京
都
へ
の
物
資
輸
送
は
、
水
運

で
各
地
か
ら
敦
賀
に
荷
揚
げ
し
た
の
ち
、
山
越
え
で
湖
北
の
塩
津
等
諸
港
へ
運

び
、
琵
琶
湖
の
水
運
を
利
用
し
て
大
津
等
へ
荷
揚
げ
、
陸
路
京
都
ま
で
運
ぶ
と

い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
路
に
お
け
る
陸
上
輸
送
区
間
、
荷
積
み

替
え
の
手
間
を
省
く
た
め
に
、
敦
賀
―
琵
琶
湖
間
、
大
津
―
京
都
間
に
運
河
を

開
鑿
し
よ
う
と
す
る
プ
ラ
ン
は
、
古
く
は
平
安
時
代
末
の
平
清
盛
以
来
、
何
度

も
計
画
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
唯
一
実
現
し
た
の
が
、
琵
琶
湖
疏
水

で
あ
る
（
明
治
二
十
三
年
完
成
（。
そ
し
て
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
種
々
の
運
河

計
画
の
う
ち
の
一
つ
が
、「
明
治
二
十
九
年
日
本
中
央
運
河
計
画
」
で
あ
る
。

（
１
）
敦
賀
―
琵
琶
湖
間
運
河
開
鑿
計
画

　

敦
賀
―
琵
琶
湖
間
の
運
河
開
鑿
等
計
画
の
歴
史
の
大
略
に
つ
い
て
、
江
戸
期

以
前
は
主
に
先
学
の
著
作

（
（
（（
（
（（
（
（（
（
（

を
も
と
に
、
明
治
以
降
は
主
に
筆
者
の
調
査
に
よ
っ

て
整
理
す
る
。（
年
月
日
、
計
画
者
（
出
願
者
（
◎
運
河
経
路
の
順
に
記
す
。（

①
平
安
時
代
末
期
（
一
一
七
〇
頃
？
（
平
清
盛　

平
重
盛　
　
　
（
伝
説
の
域
（

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
深
坂
（
水
路
（
塩
津　
　

②
天
正
十
三
年
頃
？
（
一
五
八
五
頃
？
（
蜂
屋
頼
隆
（
敦
賀
城
主
（	

◎
不
詳

③
天
正
末
～
慶
長
初
期
（
一
五
九
五
頃
？
（
大
谷
吉
継
（
敦
賀
城
主
（	

◎
不
詳

④
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
（
田
中
四
郎
左
衛
門
（
京
都
在
（

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
新
道
野
（
水
路
（
沓
掛
（
水
路
（
塩
津

⑤
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
（
田
中
四
郎
左
衛
門

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
深
坂
（
山
道
（
沓
掛
（
水
路
（
塩
津

⑥
元
禄
初
年
（
一
六
九
〇
頃
？
（
河
村
瑞
賢　

◎
不
詳

⑦	

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
（
田
中
屋
四
郎
左
衛
門
・
岡
嶋
弥
右
衛
門
等
京
都
商

人
五
名　

◎
敦
賀
（
水
路
（
深
坂
（
水
路
（
塩
津

⑧	

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
（
田
中
屋
四
郎
左
衛
門
・
岡
島
屋
源
右
衛
門
等
京
都

商
人
六
名　

◎
敦
賀
（
水
路
（
駄
口
（
隧
道
（
集
福
寺
（
水
路
（
塩
津

　
（
田
中
屋
四
郎
右
衛
門
と
す
る
文
献
あ
り（

（
（

（

⑨
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
（
川
合
又
左
衛
門

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
深
坂
（
山
道
（
沓
掛
（
水
路
（
塩
津

⑩
享
保
四
年
（
一
七
一
九
（
中
川
六
左
衛
門
（
江
戸
本
石
町
三
丁
目
（

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
駄
口
（
隧
道
（
集
福
寺
（
水
路
（
塩
津

⑪	

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
（
御
塗
師
蒔
絵
師
觸
頭	

幸
阿
弥
伊
予
、
奈
良
土
佐
、

栗
本
駿
河
、
糸
師	

松
木
次
郎
右
衛
門
、
経
師	

勝
田
松
斎
（
京
都
在
の
五
名
（

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
新
道
野
（
隧
道
・
山
道
（
集
福
寺
・
沓
掛
（
水
路
（
塩
津

⑫	
享
保
七
年
（
一
七
二
二
（
御
塗
師
蒔
絵
師
觸
頭	

幸
阿
弥
伊
予
、
奈
良
土
佐
、

栗
本
駿
河
、
糸
師	

松
木
次
郎
右
衛
門
、
経
師	

勝
田
松
斎（

（（
（

　

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
新
道
野
（
隧
道
・
山
道
（
集
福
寺
・
沓
掛
（
水
路
（
塩
津

⑬
天
明
五
年
（
一
七
八
五
（
田
村
七
郎
次
（
幕
府
（、
松
浦
弥
次
郎
（
一
橋
家
（

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
疋
田
（
水
路
（
深
坂
（
隧
道
？
（
沓
掛
（
水
路
（
塩
津
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青
木　

日
本
中
央
運
河
計
画
と
今
立
吐
酔

　

◎
気
比
松
原
（
水
路
（
木
崎
（
黒
子
川
（
白
谷
？
海
津
？

⑭
文
化
八
年
（
一
八
一
一
（
大
浦
問
屋
、
山
中
問
屋　

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
山
中
（
山
道
（
中
村
（
水
路
（
大
浦

⑮	

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
（
小
浜
藩
、
幕
府
（
資
金
は
大
阪
商
人
飾
屋
六
兵

衛
（　

◎
敦
賀
（
水
路
（
疋
田
（
街
道
（
山
中
（
山
道
（
？
（
水
路
（
大
浦

　

※
敦
賀
―
疋
田
間
約
三
里
の
水
路
完
成
、
船
運
実
行　

翌
年
暴
風
雨
で
破
壊

⑯	

安
政
四
年
（
一
八
五
七
（
敦
賀
問
屋
、
小
浜
藩
、
幕
府
（
資
金
は
京
都
糸
割

符
村
瀬
孫
祐
、
小
浜
藩
御
用
達
小
林
金
三
郎
（

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
疋
田
（
街
道
（
追
分
（
山
道
（
沓
掛
、
深
坂
（
街
道
（
塩
津

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
疋
田
（
街
道
（
山
中
（
山
道
（
山
門
（
水
路
（
大
浦

　

※
敦
賀
―
疋
田
間
の
水
路
完
成
、
船
運
実
行　

慶
応
二
年
洪
水
で
破
壊

⑰
文
久
二
年
（
一
八
六
二
（
彦
根
藩
、
小
浜
藩
、
幕
府

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
疋
田
（
山
道
（
沓
掛
（
水
路
（
塩
津

⑱
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
（
加
賀
藩　

石
里
信
基
測
量　

　

	

◎
次
の
六
ル
ー
ト
に
つ
い
て
測
量
実
施　

敦
賀
―
山
中
―
海
津
、
敦
賀
―
白

谷
―
西
浜
、
敦
賀
―
新
道
野
―
金
屑
谷
―
大
浦
、
敦
賀
―
新
道
野
―
塩
津
、

敦
賀
―
深
坂
―
塩
津
、
敦
賀
―
深
坂
―
金
屑
谷
―
大
浦

⑲
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
（
小
沢
一
仙　

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
追
分
・
駄
口
（
隧
道
（
沓
掛
（
水
路
（
塩
津

⑳
明
治
五
年
（
一
八
七
二
（
吉
田
源
之
介
（
耕
雲（

（（
（

（

　

◎
敦
賀(

水
路
（
塩
津
（
琵
琶
湖
（
大
津
（
水
路
（
山
科
（
水
路
（
大
阪
湾

　
　

明
治
三
十
八
年
貴
族
院
で
採
択
な
る
も
実
現
せ
ず
。

㉑
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
（　

南
一
郎
平　

フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン（

（（
（

　

◎
敦
賀
（
水
路
（（
琵
琶
湖
（　

大
津
（
水
路
（
京
都
（
水
路
（
伏
見

㉒
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
（　

日
本
中
央
運
河
株
式
会
社（

（
（
　

　

発
起
人
：
櫻
田
助
作
、
今
立
吐
酔
、
山
田
直
道
、
中
村
冨
郎
、
南
貞
助　

　

◎	

敦
賀（
水
路
（大
浦･

塩
津（
琵
琶
湖
（大
津（
水
路
（六
地
蔵
村（
水
路
（伏
見

㉓
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
（　

琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社（

（
（

　

発
起
人
：
河
村
彦
三
郎
以
下
一
三
四
名　

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
大
浦
（
琵
琶
湖
（
大
津
（
水
路
（
六
地
蔵
村
（
水
路
（
伏
見

㉔
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
（　

吉
田
幸
三
郎　

阪
敦
大
運
河
計
画（

（（
（

　

	

◎
敦
賀（
水
路
（塩
津（
琵
琶
湖
（大
津（
水
路
（山
科（
水
路
（伏
見（
水
路
（大
阪

湾
幅
約
四
十
メ
ー
ト
ル
の
大
運
河　

三
～
四
千
ト
ン
級
商
船
、
軍
艦
の
通
航

㉕
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
（　

田
辺
朔
郎　

大
琵
琶
湖
運
河
計
画

（
（（
（（
（（
（（
（（
（（
（（
（（
（（
（

　

◎
敦
賀
（
水
路
（
塩
津
（
琵
琶
湖
（
瀬
田
（
水
路
（
宇
治
（
水
路
（
大
阪
湾

　

幅
約
八
十
五
メ
ー
ト
ル
の
大
運
河　

一
万
ト
ン
級
船
舶
の
通
航

㉖
昭
和
十
年
（
一
九
三
九
（　

谷
口
嘉
六
、宮
部
義
男　
（
運
河
計
画
で
は
な
い
（

　

	

◎
（
日
本
海
（
敦
賀
（
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（（
鉄
道
（（
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（
塩
津

（
琵
琶
湖
（
艀
（
ふ
ね
（
を
そ
の
ま
ま
貨
車
に
載
せ
て
運
ぶ
艀
鉄
道（

（（
（

㉗
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
（　

日
本
水
力
工
業
取
締
役
社
長　

加
藤
金
次
郎

　
	

◎
敦
賀
・
小
浜（
水
路
（塩
津（
琵
琶
湖
（大
津（
水
路
（宇
治（
水
路
（大
阪
湾（
（（
（

㉘	
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
（　

日
本
横
断
運
河
建
設
促
進
期
成
同
盟
会（
（（
（

　

会
長
大
野
伴
睦　

北
福
井
県
知
事
、
桑
原
愛
知
県
知
事
、
松
野
岐
阜
県
知
事
、

田
中
三
重
県
知
事
、
谷
口
滋
賀
県
知
事
、
杉
戸
名
古
屋
市
長
、
平
田
四
日
市

市
長
、
山
本
大
垣
市
長
、
金
沢
長
浜
市
長
、
畑
守
敦
賀
市
長
等

　

	

◎
敦
賀（
水
路
（塩
津（
琵
琶
湖
（長
浜（
水
路
（海
津（
揖
斐
川
（桑
名
・
伊
勢
湾
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初
年
度
、
国
か
ら
千
万
円
の
調
査
費
予
算
が
計
上
さ
れ
る
も
実
現
せ
ず
。

（
２
）
敦
賀
―
琵
琶
湖
間
以
外
の
琵
琶
湖
に
通
じ
る
運
河
等
計
画

　

琵
琶
湖
に
通
じ
る
運
河
の
開
鑿
は
、
通
船
に
よ
る
輸
送
、
新
田
開
発
、
沿
岸

地
域
の
水
害
防
止
、
水
源
確
保
な
ど
多
様
な
目
的
の
た
め
に
、
古
来
、
敦
賀
―

琵
琶
湖
間
の
み
な
ら
ず
、
他
の
ル
ー
ト
で
も
様
々
な
計
画
が
な
さ
れ
て
き
た
。

①
瀬
田
川
の
開
鑿
・
浚
渫
・
排
水
問
題

　

瀬
田
川
は
、
琵
琶
湖
の
唯
一
の
排
水
路
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
狭
小
に
過
ぎ
、

大
雨
の
度
に
琵
琶
湖
沿
岸
の
諸
村
は
溢
水
被
害
を
被
っ
て
き
た
。
水
害
対
策
と

し
て
の
瀬
田
川
（
宇
治
川
・
淀
川
（
の
開
鑿
、
浚
渫
は
絶
え
ず
周
辺
地
域
の
必

要
課
題
と
な
り
、
江
戸
期
の
主
な
も
の
だ
け
で
も
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
（
～

天
保
四
年
（
一
八
三
三
（
ま
で
に
十
三
回
の
大
浚
渫
工
事
を
し
て
い
る（

（
（

。
近
江

国
（
滋
賀
県
（
は
、
多
額
の
費
用
と
労
力
と
を
要
し
て
、
絶
え
間
な
く
浚
渫
工

事
を
実
施
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
宿
命
を
負
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

②
大
津
―
京
都
間
運
河
開
鑿
計
画

　

大
津
の
湖
岸
か
ら
京
都
の
鴨
川
流
域
に
水
路
を
連
絡
さ
せ
よ
う
と
す
る
運
河

計
画
（
疏
水
計
画
（
も
古
く
か
ら
あ
り
、
平
家
に
よ
る
も
の
、
豊
臣
政
権
に
よ

る
も
の
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
期
以
降
で
は
、
寛
永
末
年
（
一
六
四
〇
頃
（

～
明
治
九
年
（
一
八
七
六
（
ま
で
に
九
回
を
数
え
る（

（（
（

。
明
治
十
四
年
申
請
の
第

一
琵
琶
湖
疏
水
が
明
治
二
十
三
年
、
鴨
川
運
河
が
同
二
十
七
年
、
第
二
琵
琶
湖

疏
水
が
同
四
十
五
年
に
完
成
す
る
。

③
琵
琶
湖
―
伊
勢
湾
間
の
運
河
開
鑿
計
画
・
水
運
利
用

　

他
に
、
琵
琶
湖
か
ら
の
水
運
を
名
古
屋
方
面
に
繋
げ
よ
う
と
す
る
動
き
も
若

干
で
は
あ
る
が
存
在
し
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
（
尾
張
藩
の
近
江
八
幡
領

有
期
に
、
名
古
屋
堀
川
―
桑
名
―
伊
尾
川
―
美
濃
多
芸
郡
三
湊
―
関
ケ
原
を
越

え
て
番
場
ま
た
は
米
原
に
移
送
、
湖
水
を
経
て
八
幡
と
い
う
水
運
を
多
く
利
用

し
た
物
資
輸
送
ル
ー
ト
が
利
用
さ
れ
た（

（
（

。
ま
た
、
昭
和
三
十
八
年
の
日
本
横
断

運
河
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の
計
画
は
、
敦
賀
（
水
路
（
塩
津
（
琵
琶
湖
（
長

浜
（
水
路
（
海
津
（
揖
斐
川
（
伊
勢
湾
へ
の
ル
ー
ト
を
計
画
し
た
。（
１
（
㉘

　
　
　

二　

琵
琶
湖
疏
水
（
第
一
疏
水
）
の
概
要

（
１
）
琵
琶
湖
疎
水
の
概
要

　

琵
琶
湖
に
通
じ
る
運
河
開
鑿
計
画
と
し
て
唯
一
実
現
し
た
琵
琶
湖
疏
水
は
、

明
治
十
四
年
に
京
都
府
知
事
に
着
任
し
た
北
垣
国
道
の
京
都
振
興
策
の
中
心
的

事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
十
四
年
十
一
月
に
事
業
案
提
出
、
十
八
年
一
月
末

特
許
、
六
月
二
日
に
起
工
。
田
邊
朔
郎
を
工
師
、
嶋
田
道
生
を
測
量
師
と
し

て
、
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
（
四
月
九
日
に
完
成
し
た
。
幹
線
延
長
十
一
キ
ロ

の
多
目
的
運
河
で
あ
る
。
経
路
中
、
ト
ン
ネ
ル
が
六
ケ
所
も
あ
り
、
工
事
費
用

は
一
二
五
万
円
。
蹴
上
に
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
を
設
置
。
二
十
五
年
か
ら
二
十
七
年

に
か
け
て
鴨
川
運
河
（
約
九
キ
ロ
（
建
設
。
疏
水
は
伏
見
ま
で
連
絡
す
る（

（（
（

。

　

琵
琶
湖
疏
水
の
設
計
は
田
邊
朔
郎
の
卒
業
論
文
に
よ
る
と
も
伝
え
ら
れ
る

が
、
安
積
疏
水
の
工
事
主
任
、
南
一
郎
平
が
明
治
十
五
年
に
入
洛
し
提
出
し
た

水
利
目
論
見
書
が
も
と
と
い
わ
れ
る（

（（
（

。
南
は
こ
の
と
き
、
琵
琶
湖
疏
水
の
件
の

み
な
ら
ず
琵
琶
湖
―
敦
賀
間
の
開
鑿
に
つ
い
て
も
提
案
し
て
い
る
。
琵
琶
湖
疏

水
開
通
当
初
は
、全
事
業
収
入
の
約
八
割
を
運
河
通
船
事
業
が
占
め
て
い
た
が
、

明
治
二
十
八
年
に
京
都
電
氣
鉄
道
が
、
疏
水
の
水
力
発
電
電
力
を
利
用
し
て
、
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日
本
中
央
運
河
計
画
と
今
立
吐
酔

日
本
初
の
市
街
電
車
を
走
ら
せ
る
な
ど
、
電
気
使
用
量
が
増
加
し
、
明
治
三
十

年
頃
に
は
、
電
気
事
業
収
入
が
、
運
河
通
船
事
業
収
入
の
約
十
倍
と
な
っ
た（
（（
（

。

（
２
）
琵
琶
湖
疏
水
事
業
と
今
立
吐
酔

　

今
立
吐
酔
は
、
明
治
十
二
年
京
都
府
雇
入
。
十
四
年
四
月
、
通
常
府
会
取
調

委
員
。
七
月
中
学
校
出
仕
。
十
五
年
五
月
、
京
都
府
中
学
校
初
代
校
長
に
着

任（
（
（

、京
都
振
興
策
の
教
育
関
係
を
担
う
べ
く
活
躍
す
る
。
北
垣
国
道
知
事
と
は
、

懇
意
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
十
五
年
二
月
、
南
一
郎
平
京
都
府
庁
来
庁
（
一
か
月
調
査
（。
十
六
年

五
月
、
田
辺
朔
郎
京
都
府
庁
入
庁
。
十
八
年
六
月
琵
琶
湖
疎
水
起
工
、
二
十
三

年
四
月
竣
工（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
今
立
吐
酔
は
、
琵
琶
湖
疏
水
事
業
の
子

細
に
つ
い
て
、
間
近
で
見
聞
き
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
後
に
北
垣
国
道
の
女

婿
と
な
っ
た
田
辺
朔
郎
と
面
識
の
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
も
し
か
す
る
と
、

南
一
郎
平
と
話
を
す
る
機
会
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
府
中
学
校
長

と
い
う
府
の
名
士
で
あ
る
か
ら
、
琵
琶
湖
疏
水
の
起
工
式
に
出
席
し
て
い
た
可

能
性
も
高
い
。
疏
水
完
成
前
の
明
治
二
十
年
六
月
に
、
外
務
省
勤
務
と
な
り
京

都
を
離
れ
る
が
、
今
立
吐
酔
に
と
っ
て
、
琵
琶
湖
疏
水
事
業
は
、
若
き
京
都
時

代
の
た
い
へ
ん
印
象
的
な
事
件
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
後
に
「
日

本
中
央
運
河
計
画
」
の
発
起
人
と
な
る
大
き
な
契
機
が
、
こ
の
時
期
の
琵
琶
湖

疏
水
事
業
の
見
聞
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
　
　

三　

明
治
二
十
九
年
日
本
中
央
運
河
計
画
の
概
要

　

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
（
旧
京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
で
「
明
治

二
十
九
年
日
本
中
央
運
河
計
画
」
に
関
す
る
当
時
の
文
書
を
複
数
件
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た

（
（（
（（
（
（

。「
日
本
中
央
運
河
計
画
」
の
「
工
事
起
業
申
請
書
」
は
、

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
（
九
月
七
日
に
申
請
さ
れ
る
が
、
同
年
十
二
月

二
十
五
日
に
計
画
を
変
更
し
「
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
工
事
起
業
補
正
申
請

書
」
が
再
申
請
さ
れ
て
い
る
。
一
連
の
計
画
書
に
運
河
の
設
計
者
名
は
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
学
生
時
代
に
工
学
を
学
ん
だ
今
立
吐
酔
が
設
計
者
だ
っ
た
可
能

性
も
高
い
か
と
考
え
る
。

（
１
）
最
初
の
計
画　

明
治
二
十
九
年
九
月
七
日
申
請

①
日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
工
事
起
業
申
請
書
（
京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
蔵
（

　

和
紙
の
罫
紙
に
毛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
当
局
に
提
出
し
た
と
み
ら

れ
る
「
日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
工
事
要
略
」
も
確
認
で
き
た
が
、
こ
こ
で
は

割
愛
す
る
。「
工
事
起
業
申
請
書
」
の
全
文
を
翻
刻
し
示
す
。

　
　
　
（
表
紙
（
日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
工
事
起
業
申
請
書

　
　

日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
工
事
起
業
申
請
書

今
般
私
共
ニ
於
テ
日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
ヲ
起
シ
別
冊
之
通
リ
内
務
大
臣
ヘ

申
請
芙
ニ
就
テ
ハ
該
運
河
第
二
線
路
ニ
當
ル
御
府
下
宇
治
郡
山
科
村
ヨ
リ
宇
治

川
マ
テ
別
紙
圖
面
並
ニ
工
事
要
略
之
通
リ
運
河
線
路
敷
設
之
儀
御
許
可
相
成
度

尤
モ
線
路
ニ
當
ル
町
村
ニ
對
シ
テ
ハ
毫
モ
損
害
ヲ
及
ホ
サ
サ
ル
様
精
密
注
意
可

致
候
仍
テ
別
冊
相
添
此
段
奉
申
請
候
也

　

明
治
二
十
九
年
九
月
七
日

　
　

東
京
市
日
本
橋
區
蛎
売
町
三
丁
目
十
一
番
地
寄
留　

愛
媛
縣
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻　

田　

助　

作
（
印
（

　
　

同
市
麹
町
區
内
幸
町
一
丁
目
五
番
地　

東
京
府
平
民



6

若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　

立　

吐　

酔
（
印
（

　
　

東
京
市
麻
布
區
飯
倉
四
丁
目
六
番
地　

東
京
府
士
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

田　

直　

道
（
印
（

　
　

同
市
京
橋
區
竹
川
町
四
番
地
寄
留　
　

岡
山
縣
士
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

冨　

郎
（
印
（

　
　

同
市
芝
區
新
堀
町
三
十
六
番
地　
　
　

東
京
府
平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　
　
　

貞　

助
（
印
（

　
　
　
　

京
都
府
知
事
山
田
信
道
殿

②
日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
冊
子 

（
京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
蔵
（

　

上
質
の
洋
紙
に
活
字
印
刷
さ
れ
た
Ｂ
６
版
程
度
二
十
三
ペ
ー
ジ
の
体
裁
の

整
っ
た
冊
子
で
あ
る
。
文
書
①
の
文
言
中
の
「
別
冊
」
と
考
え
ら
れ
る
。「
創

立
趣
意
書
」「
發
起
申
請
書
」「
起
業
目
論
見
書
」「
假
定
欵
」「
工
費
概
算
及
収

支
豫
算
書
」「
運
河
通
過
貨
物
見
積
高
」
が
掲
載
さ
れ
、
精
密
な
「
日
本
中
央

運
河
水
路
略
圖
」お
よ
び「
運
河
側
面
圖
」の
図
面
も
添
付
さ
れ
て
い
る
。「
Ａ
：

創
立
趣
意
書
」「
Ｂ
：
發
起
申
請
書
」「
Ｃ
：
起
業
目
論
見
書
」
に
つ
い
て
全
文

を
翻
刻
し
示
す
。
他
に
つ
い
て
は
紙
面
の
都
合
上
割
愛
す
る
。

Ａ
．
日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
創
立
趣
意
書

　

日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
創
立
趣
意
書

本
會
社
運
河
工
事
ノ
目
的
ハ
敦
賀
港
ヨ
リ
琵
琶
湖
岸
大
浦
灣
ニ
達
シ
又
大
津
石

場
ヨ
リ
逢
坂
山
下
ヲ
貫
通
シ
山
科
ヲ
經
テ
六
地
蔵
村
ニ
到
ル
兩
所
ヲ
開
鑿
シ
琵

琶
湖
及
ヒ
淀
川
ヲ
利
用
シ
テ
船
舶
ヲ
航
通
シ
南
北
兩
海
ヲ
連
絡
ス
ル
ニ
在
リ
此

ノ
便
利
ハ
茲
ニ
喋
々
ノ
説
ヲ
要
セ
ズ
又
兼
ヌ
ル
ニ
水
路
中
凡
参
千
貳
百
馬
力
ノ

水
力
發
電
所
ヲ
設
置
シ
テ
廣
ク
工
業
家
ノ
需
ニ
應
ス
而
シ
テ
之
ニ
要
ス
ル
資
本

金
ハ
貳
百
七
拾
五
萬
圓
其
収
入
ハ
参
拾
貳
萬
貳
千
四
百
圓
内
支
出
ハ
参
萬
貳

千
七
百
貳
拾
六
圓
ニ
テ
差
引
純
益
ハ
貳
拾
八
萬
九
千
六
百
七
拾
四
圓
ノ
見
積
リ

ナ
レ
バ
一
割
強
ノ
利
益
ア
リ
収
益
ハ
積
荷
高
ヲ
一
ケ
年
参
百
貳
拾
四
萬
石
ト
シ

百
石
積
一
艘
ニ
付
六
圓
一
日
平
均
九
十
艘
ノ
通
航
料
五
百
四
拾
圓
ト
水
力
電
氣

ノ
賣
渡
代
金
一
馬
力
ニ
付
一
ケ
年
平
均
四
拾
圓
ヲ
併
セ
得
ベ
キ
豫
算
ニ
シ
テ
此

ノ
運
河
ヲ
通
航
セ
バ
滊
車
ハ
素
ヨ
リ
滊
船
ノ
運
賃
ヨ
リ
モ
更
ニ
六
割
方
ノ
低
廉

ナ
リ
（
詳
細
ハ
下
ニ
掲
ク
（
加
之
平
和
ノ
時
ニ
ハ
營
業
上
ヨ
リ
國
益
ヲ
増
進
シ

又
有
事
ノ
日
ニ
ハ
水
雷
艇
ヲ
シ
テ
南
北
海
灣
ニ
航
通
セ
シ
ム
ル
ノ
利
ア
リ
左
レ

ハ
獨
リ
營
利
上
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
軍
事
上
ノ
有
益
ノ
目
論
見
ア
リ

Ｂ
．
日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
發
起
申
請
書　

　

日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
發
起
申
請
書

今
般
私
共
ニ
於
テ
日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
ヲ
起
シ
越
前
國
敦
賀
港
ヨ
リ
敦
賀

氣
比
神
社
ノ
前
ニ
出
テ
左
折
シ
テ
鐵
道
線
路
ニ
沿
ヒ
疋
田
並
ニ
追
分
ヨ
リ
深
坂

峠
ノ
下
ニ
隧
道
ヲ
穿
チ
永
良
村
ニ
瀦
水
ヲ
儲
ケ
延
テ
近
江
國
琵
琶
湖
岸
大
浦
灣

ニ
達
ス
ル
モ
ノ
ヲ
第
一
線
路
ト
シ
又
同
國
大
津
石
場
ヨ
リ
逢
坂
山
々
下
ヲ
貫
通

シ
山
城
國
山
科
村
及
六
地
蔵
村
ヲ
經
テ
宇
治
川
ニ
入
ル
モ
ノ
ヲ
第
二
線
路
ト
シ

テ
運
河
ヲ
開
鑿
シ
北
日
本
海
ヨ
リ
南
大
阪
灣
ニ
至
ル
自
由
航
通
ノ
便
ヲ
得
セ
シ

メ
大
ニ
國
益
ヲ
增
進
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
運
河
ノ
業
ヲ
營
ミ
傍
ラ
線
路
中
ニ
於

テ
水
力
電
氣
ヲ
起
シ
廣
ク
工
業
家
ノ
需
要
ニ
供
シ
度
候
間
御
許
可
被
下
度
別
紙

起
業
目
論
見
書
及
假
定
欵
相
添
此
段
奉
申
請
候
也

　
　
　
　
　
　

明
治
廿
九
年
八
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

發
起
人

　
　
　

内
務
大
臣
伯
爵　

板　

垣　

退　

助　

殿　

Ｃ
．
日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
起
業
目
論
見
書　
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青
木　

日
本
中
央
運
河
計
画
と
今
立
吐
酔

　
　
　

日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
起
業
目
論
見
書

第
一　

本
會
社
ハ
株
式
組
織
ト
ス

第
二　

	
本
會
社
ハ
敦
賀
大
浦
間
及
大
津
六
地
蔵
村
間
ニ
運
河
ヲ
開
鑿
シ
船
舶
ノ

航
通
料
ヲ
収
入
シ
運
輸
ノ
便
ヲ
與
ヘ
傍
ラ
水
力
電
氣
ヲ
賣
渡
ス
ヲ
以
テ

目
的
ト
ス

第
三　

	

本
會
社
ハ
日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
ト
偁
シ
本
社
ヲ
東
京
市
ニ
設
定
シ

支
社
ヲ
敦
賀
及
大
津
に
置
ク

第
四　

	

本
會
社
ノ
運
河
線
路
ハ
越
前
國
敦
賀
ヨ
リ
疋
田
ヲ
經
テ
近
江
國
大
浦
ニ

至
リ
又
同
國
大
津
ヨ
リ
山
城
國
六
地
蔵
村
ニ
至
ル
（
圖
面
朱
線
ノ
通
（

第
五　

	

本
會
社
資
本
金
ノ
総
額
ハ
貳
百
七
拾
五
萬
圓
ニ
シ
テ
之
レ
ヲ
五
萬
五
千

株
ニ
分
チ
壹
株
ノ
金
額
ヲ
五
拾
圓
ト
ス

第
六　

	

本
會
社
運
河
開
鑿
費
用
概
算
ハ
左
ノ
如
シ

　
　

金　

貳
百
七
拾
五
萬
圓
資
本
金
総
額　

　
　
　

内
金
百
五
拾
萬
圓　

第
一
線
路
ノ
分　

　
　
　
　

但
敦
賀
ヨ
リ
大
浦
ニ
至
ル
延
長
五
里
拾
四
丁
半
幅
三
間
乃
至
四
間

　
　
　

内
金
百
貳
拾
五
萬
圓　

第
二
線
路
ノ
分　

　
　
　
　

	

但
大
津
ヨ
リ
六
地
蔵
村
ニ
至
ル
延
長
三
里
貳
拾
壹
丁
半
幅
三
間
乃　

至
四
間

　
　
　
　
（	

工
費
内
譯
豫
算
書
ハ
後
ニ
記
載
ス
ル
工
費
概
算
及
収
支
豫
算
書
ニ

明
記
セ
ル
ヲ
以
テ
茲
ニ
略
ス
（

第
七　

	

本
會
社
発
起
人
氏
名
住
所
及
発
起
人
各
自
ノ
引
受
ク
ル
株
數
ハ
左
ノ
如

シ	

（
※
発
起
人
の
氏
名
等
記
入
な
し
（

　

明
治
二
十
九
年
九
月
出
願
の
「
日
本
中
央
運
河
計
画
」
の
概
要
は
以
上
に
示

し
た
各
文
書
の
通
り
で
あ
る
が
、
主
な
点
を
整
理
す
る
。

◎
発
起
人
に
つ
い
て

　

文
書
①
の
署
名
か
ら
、
発
起
人
が
、
い
ず
れ
も
東
京
在
住
の
櫻
田
助
作
、
今

立
吐
酔
、
山
田
直
道
、
中
村
冨
郎
、
南
貞
助
の
五
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
今
立
吐
酔
が
、
こ
の
「
日
本
中
央
運
河
計
画
」
の
発
起
人
の
一
人
で
あ
っ

た
こ
と
を
、
同
時
代
資
料
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
。

　

五
人
の
う
ち
、
櫻
田
助
作
、
南
貞
助
の
経
歴
を
以
下
に
示
す
。

〇
櫻
田
助
作
（
一
八
六
七
～
？
（
愛
媛
県
出
身
、
明
治
十
五
～
十
七
年
、
明
治

二
十
～
二
十
五
年
渡
欧
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
等
諸

国
歴
遊
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
大
学
で
哲
学
・
文
学
を
、
リ
ョ
ー
ジ
大
学
で
法
律
学

を
学
ぶ
。
ラ
フ
レ
ー
氏
に
経
済
学
を
学
ぶ
。
明
治
三
十
年
日
本
銀
行
入
行
、
以

後
二
十
年
以
上
勤
務
、
重
役
。
経
済
の
専
門
家（

（（
（

〇
南
貞
助
（
一
八
四
七
～
一
九
一
五
（
山
口
県
出
身
、
高
杉
晋
作
の
従
弟
に
し
て

義
弟
。
慶
応
元
～
三
年
、
明
治
四
～
六
年
渡
英
、
日
本
人
と
し
て
英
国
で
最
初

の
商
社
経
営
。
明
治
十
四
年
小
笠
原
島
東
京
出
張
所
長
、
奏
任
官
待
遇
、
明
治

十
八
年
当
時
香
港
、
広
州
、
漢
口
等
の
領
事
・
判
事
。
明
治
二
十
二
年
商
務
局

次
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
国
際
人
で
、
英
語
や
商
業
に
通
暁（

（（
（

。

（
発
起
人
南
貞
助
は
、
前
述
の
人
物
と
考
え
て
い
る
が
、
署
名
肩
書
の
「
東
京

府
平
民
」
が
疑
問
で
あ
る
。
南
貞
介
は
「
士
族
」
で
あ
る
は
ず
な
の
で
。（

　

残
る
山
田
直
道
、
中
村
冨
郎
の
二
名
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

不
明
で
あ
る
。
発
起
人
の
五
人
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
結
び
つ
き
、
ど
の
よ
う

な
交
流
を
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
」
を
立
ち
上
げ

る
に
到
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
今
立
吐
酔
を
含
め
て
東
京
在
住
の
頭
脳
明
晰
、
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
二
号

海
外
経
験
豊
富
、
語
学
堪
能
、
国
際
情
勢
に
精
通
、
経
済
、
商
業
の
専
門
家
、

政
財
界
に
お
け
る
人
脈
も
多
い
で
あ
ろ
う
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
立
案
推
進
し

た
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

◎
事
業
・
工
事
お
よ
び
施
設
の
概
要

　

敦
賀
―
大
浦
（
琵
琶
湖
（
間
お
よ
び
大
津
―
六
地
蔵
村
（
京
都
府
（
間
に
運

河
を
開
鑿
し
、
日
本
海
か
ら
大
阪
湾
へ
の
船
舶
運
輸
の
便
を
図
る
と
共
に
、
水

力
発
電
を
実
施
す
る
。
運
河
通
行
料
と
水
力
発
電
に
よ
る
電
気
売
渡
料
を
収
入

と
す
る
。
ま
た
、
有
事
に
は
、
水
雷
艇
の
太
平
洋
―
日
本
海
間
の
移
動
が
可
能

で
あ
り
、
軍
事
的
に
も
有
益
。

〇
工
事
費
用
総
額
金　
　

二
七
五
万
円

〇
第
一
線
路　
　

工
事
費
一
五
〇
万
円

　

	

福
井
県
敦
賀
港
―
疋
田
―
追
分
―
隧
道
（
深
坂
峠
下
（
―
永
良
村
―
貯
水
池

設
置
―
滋
賀
県
大
浦
灣

　

長
さ　

五
里
拾
四
丁
半
（
約
二
一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
幅　

三
間
～
四
間

　

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（
傾
斜
鉄
道
（：
四
ケ
所

　

堰
門
：
二
ケ
所　

閘
門
：
九
ケ
所　

舟
溜
：
九
ケ
所　

貯
水
池
：
二
ケ
所

〇
第
二
線
路　

滋
賀
県
大
津
―
京
都
府
六
地
蔵
村　

工
事
費
一
二
五
万
円

　

	

大
津
石
場
―
隧
道
（
逢
坂
山
下
（
山
科
村
・
六
地
蔵
村
―
宇
治
川

　

長
さ　

三
里
貳
拾
壹
丁
半
（
一
四
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
幅　

三
間
～
四
間

　

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（
傾
斜
鉄
道
（：
一
ケ
所

　

堰
門
：
一
ケ
所　

閘
門
：
六
ケ
所　

舟
溜
：
二
ケ
所　

　

水
力
発
電
所
（
小
野
村
（　

三
二
〇
〇
馬
力

◎
運
河
の
経
路
に
つ
い
て

〇	

第
一
線
路
：
江
戸
時
代
以
来
、
何
度
も
計
画
さ
れ
た
経
路
で
は
あ
る
が
、
永

良
村
に
貯
水
池
を
造
り
、
航
行
の
便
に
あ
て
る
と
い
う
点
、
琵
琶
湖
側
の
起

点
を
塩
津
で
は
な
く
て
、
大
浦
に
置
く
点
に
特
徴
が
あ
る
。

〇	

第
二
線
路
：
六
地
蔵
村
以
降
、
山
科
川
を
利
用
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

	

琵
琶
湖
―
伏
見
間
は
、
す
で
に
琵
琶
湖
疏
水
が
あ
る
た
め
、
運
河
は
第
一
線

路
だ
け
で
も
充
分
に
有
効
と
考
え
る
が
、
第
二
線
路
を
含
め
た
計
画
と
し
た

理
由
は
、
滋
賀
県
へ
の
配
慮
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
滋
賀
県
知
事
は
、
琵

琶
湖
の
治
水
対
策
に
熱
心
な
籠
手
田
安
定
で
あ
っ
た（

（（
（

。
琵
琶
湖
の
水
害
対
策

と
し
て
の
運
河
の
排
水
機
能
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
滋
賀
県
の
メ
リ
ッ

ト
を
主
張
し
、
計
画
の
推
進
を
図
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
２
）
計
画
の
変
更　

明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
申
請

　

明
治
二
十
九
年
十
二
月
に
「
工
事
起
業
補
正
申
請
書
」
等
が
提
出
さ
れ
た
。

①
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
工
事
起
業
補
正
申
請
書

	

（
京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
蔵
（

　

上
質
の
和
紙
で
で
き
た
装
飾
罫
紙
に
端
正
な
毛
筆
文
字
で
書
か
れ
た
「
Ａ
．

日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
工
事
起
業
補
正
申
請
書
」「
Ｂ
．
日
本
中
央
運
河
株

式
会
社
運
河
線
路
補
正
願
」、「
Ｃ
．
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
修
正
起
業
目
論

見
書
」「
Ｄ
．
副
申
書
」「
Ｅ
．
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
補
正
工
事
要
略
」
を

含
む
冊
子
で
あ
る
。
文
書
Ａ
の
み
、
全
文
を
翻
刻
し
示
す
。

Ａ
．
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
工
事
起
業
補
正
申
請
書

　
（
受
付
印
（
土
木
掛　

甲
第
六
八
号　

明
治
廿
九
年
十
二
月
廿
八
日
受

　
　
　
　
（
表
紙
（
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
工
事
起
業
補
正
申
請
書

　
　

日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
工
事
起
業
補
正
申
請
書
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青
木　

日
本
中
央
運
河
計
画
と
今
立
吐
酔

先
般
私
共
ニ
於
テ
發
起
仕
リ
候
日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
ノ
運
河
線
路
ハ
別
冊

ノ
通
リ
其
筋
エ
補
正
願
進
達
候
ニ
付
テ
ハ
本
年
九
月
七
日
附
ヲ
以
テ
申
請
置
候

工
事
起
業
ニ
関
ス
ル
工
事
要
略
並
ニ
圖
面
ハ
別
紙
ノ
通
リ
修
正
仕
度
候
間
右
御

認
可
相
成
度
此
段
奉
申
請
段
也

　
　
　

明
治
廿
九
年　

十
二
月
廿
五
日　

發
起
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
市
日
本
橋
區
蛎
殻
町
三
丁
目
十
一
番
地
寄
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
媛
縣
平
民　

櫻　

田　

助　

作
（
印
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
市
麹
町
區
内
幸
町
一
丁
目
五
番
地
寄
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
縣
平
民　

今　

立　

吐　

酔
（
印
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
市
京
橋
區
竹
川
町
四
番
地
寄
留　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
縣
士
族　

中　

村　

冨　

郎
（
印
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
市
麻
布
區
飯
倉
四
丁
目
六
番
地　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
府
士
族　

山　

田　

直　

道
（
印
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
市
芝
區
新
堀
町
三
十
六
番
地　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
府
平
民　

南　
　
　

貞　

助
（
印
（

京
都
府
知
事
男
爵
山
田
信
道
殿

②
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
水
路
変
更
趣
意
書
・
修
正
起
業
目
論
見
書
（
複
写
）

	

（
北
淡
海
・
丸
子
船
の
館
蔵
（

　

Ａ
３
版
程
度
の
一
枚
の
紙
に
活
字
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。「
水
路
変
更
趣

意
書
」
の
部
分
は
文
書
①
Ａ
，
Ｂ
を
ま
と
め
た
も
の
、「
修
正
起
業
目
論
見
書
」

の
部
分
は
、
①
Ｃ
に
「
営
業
上
収
支
概
算
」
を
付
け
加
え
た
も
の
で
、
計
画
普

及
の
為
の
頒
布
用
チ
ラ
シ
と
考
え
ら
れ
る
。
全
文
を
翻
刻
し
示
す
。

　
　

日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
水
路
變
更
趣
意
書

日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
水
路
ハ
最
初
出
願
以
來
猶
審
査
竅
ス
ル
所
ア
リ
シ
ニ

國
力
ノ
発
達
ト
天
然
ノ
必
要
ト
ハ
我
等
首
唱
發
起
者
ヲ
シ
テ
此
變
更
ノ
止
ム
ヲ

得
サ
ル
事
ヲ
ミ
ト
メ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ
何
ヲ
カ
國
力
ノ
發
達
ト
云
フ
曰
ク
敦
賀

港
ヲ
以
テ
特
別
輸
出
入
港
ト
確
定
セ
ラ
レ
タ
ル
是
其
一
ニ
シ
テ
其
商
業
的
價
値

頓
ニ
増
進
シ
且
ツ
官
設
若
ク
ハ
民
設
ノ
船
渠
其
他
ノ
工
業
該
地
方
ニ
□
起
セ
ン

ト
ス
ル
ノ
趨
勢
ア
リ
又
大
坂
京
都
兩
市
ニ
於
ケ
ル
工
業
發
達
速
ニ
シ
テ
水
力
電

氣
ノ
如
廉
價
ナ
ル
原
動
力
ノ
需
要
日
ニ
切
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
次
ニ
何
ヲ
カ
天
然
ノ

必
要
ト
云
フ
曰
ク
琵
琶
湖
ノ
排
水
是
ナ
リ
抑
モ
本
年
九
月
琵
琶
湖
漲
溢
セ
ル
ヤ

其
泛
濫
ノ
及
フ
所
數
百
万
頃
ノ
靑
田
一
朝
ニ
シ
テ
水
中
ニ
沒
シ
復
ク
秋
穫
ヲ
望

ム
能
ハ
ス
是
其
排
水
路
不
充
分
ナ
ル
カ
爲
メ
ナ
リ
若
シ
琵
琶
湖
ヲ
シ
テ
更
ニ
北

海
ニ
向
テ
注
瀉
ス
ル
ノ
水
路
ヲ
得
セ
シ
メ
ハ
假
令
此
災
害
ヲ
シ
テ
絶
無
ニ
皈
セ

シ
ム
ル
事
能
ハ
ス
ト
雖
モ
亦
之
ヲ
軽
減
ス
ル
事
ニ
於
テ
其
効
着
大
ナ
ル
ヘ
シ
之

ニ
依
テ
別
紙
修
正
起
業
目
論
見
書
ノ
如
ク
鹽
津
ヨ
リ
長
距
離
ノ
隧
道
ヲ
穿
チ
テ

凡
ソ
四
百
個
ノ
水
を
敦
賀
灣
ニ
引
キ
又
大
津
ヨ
リ
同
數
ノ
水
量
ヲ
引
キ
テ
宇
治

川
ニ
落
ト
シ
各
水
路
中
ニ
於
テ
凡
ソ
六
千
馬
力
ノ
水
力
電
気
ヲ
起
シ
以
テ
船
舶

航
通
ノ
外
廉
價
ナ
ル
原
動
力
ノ
供
給
ト
琵
琶
湖
排
水
ノ
二
目
的
ヲ
達
セ
ン
ト
欲

ス
ル
ナ
リ
斯
大
目
的
ヲ
達
セ
ン
カ
爲
メ
ニ
ハ
工
事
設
計
上
大
變
更
ヲ
要
シ
随
テ

工
事
諸
費
ニ
於
テ
更
ニ
数
百
萬
圓
ノ
増
加
ヲ
要
ス
ル
ハ
誠
ニ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
次

第
ナ
リ
ト
雖
モ
斯
大
變
更
タ
ル
ヤ
實
ニ
将
来
我
國
力
ノ
發
達
ニ
伴
ヒ
テ
其
需
要

ヲ
充
タ
シ
併
セ
テ
琵
琶
湖
岸
浸
水
ノ
災
害
ヲ
未
然
ニ
防
遂
ス
ル
コ
ト
ニ
於
テ
至

適
至
當
ノ
事
業
ナ
リ
ト
信
ス
ル
ナ
リ

　

明
治
廿
九
年
十
二
月　
　
　
　

發　

起　

人
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六
十
四
巻
二
号

　

日
本
中
央
運
河
株
式
會
社
修
正
起
業
目
論
見
書

　
　

第
一　

本
會
社
ノ
組
織

本
會
社
ハ
株
式
組
織
ト
ス

　
　

第
二　

営
業
ノ
目
的

本
會
社
ハ
敦
賀
鹽
津
間
及
大
津
伏
見
間
ニ
運
河
ヲ
開
鑿
シ
運
輸
ノ
便
ヲ
與
エ
傍

ラ
水
力
電
氣
ヲ
賣
渡
ス
ヲ
以
テ
営
業
ノ
目
的
ト
ス

　
　

第
三　

社
名
及
本
社
並
ニ
出
張
所
所
在
地

本
會
社
ハ
中
央
運
河
株
式
會
社
ト
稱
ス
本
社
ヲ
東
京
市
ニ
置
キ
出
張
所
ヲ
敦
賀

町
及
大
津
町
ニ
置
ク

　
　

第
四　

水
路
及
發
電
地

第
一
水
路
ハ
福
井
縣
敦
賀
郡
敦
賀
町
ノ
海
岸
ニ
起
リ
同
郡
粟
野
村
及
愛
發
村
ヲ

經
テ
近
江
國
西
淺
井
郡
鹽
津
村
ニ
至
リ
テ
琵
琶
湖
ニ
入
リ
第
二
水
路
は
近
江
國

大
津
町
ノ
湖
岸
ヨ
リ
起
リ
テ
山
城
國
宇
治
郡
山
科
郷
及
六
地
蔵
村
ヲ
經
同
國
伏

見
町
ニ
至
リ
テ
宇
治
川
ニ
合
ス
又
第
一
發
電
所
ハ
敦
賀
郡
粟
野
村
字
山
泉
ニ
置

キ
約
六
千
馬
力
ノ
電
氣
力
ヲ
起
シ
第
二
発
電
所
ハ
山
城
國
宇
治
郡
山
科
郷
小
野

村
ニ
置
キ
約
五
千
馬
力
ノ
電
氣
力
ヲ
起
ス
（
圖
面
朱
線
ノ
通
リ
（

　
　

第
五　

水
量
及
實
測
馬
力
數

　
　
　
　

第
一
水
路

　
　
　

水
路
延
長　
　
　
　
　

四
里
二
十
七
丁

　
　
　

開
展
水
路　
　
　
　
　

深
八
尺
巾
三
十
尺

　
　
　

隧
道
内　
　
　
　
　
　

深
八
尺
巾
二
十
尺

　
　
　

開
展
水
路
斷
面
積　
　

	

二
百
平
方
尺
勾
配
一
万
分
ノ
一
流
速
一
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
付
二
尺

　
　
　

隧
道
内
水
路
斷
面
積　

百
五
十
四
平
方
尺
勾
配
五
千
分
ノ
一
流
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
秒
に
付
二
尺
六
寸

　
　
　

一
秒
間
流
量　
　
　
　

四
百
立
方
尺

　
　
　

水
頭　
　
　
　
　
　
　

二
百
尺
余

　
　
　

水
馬
力　
　
　
　
　
　

九
千
馬
力
余

　
　
　

發
電
氣
馬
力　
　
　
　

六
千
五
百
馬
力
余

　
　
　
　

第
二
水
路

　
　
　

水
路
延
長　
　
　
　
　

三
里
十
二
丁
十
間

　
　
　
　

其
他
第
一
水
路
ニ
同
ジ

　
　
　

水
頭　
　
　
　
　
　
　

百
八
十
六
尺
余

　
　
　

水
馬
力　
　
　
　
　
　

八
千
四
百
馬
力
余

　
　
　

發
電
氣
馬
力　
　
　
　

六
千
馬
力
余

　
　

第
六　

運
河
通
航

本
運
河
ハ
河
底
ヲ
深
ク
シ
流
速
ヲ
減
シ
テ
船
舶
ノ
航
行
ニ
適
セ
シ
メ
且
ツ
第
一

水
路
ニ
於
テ
四
ケ
ノ
閘
門
ト
一
ケ
ノ
傾
斜
鐡
道
ヲ
設
ケ
又
第
二
水
路
ニ
ハ
五
ケ

ノ
閘
門
ト
一
ケ
ノ
傾
斜
鐡
道
ヲ
設
ケ
尚
兩
水
路
ノ
兩
端
ニ
於
テ
堅
固
ナ
ル
堰
門

ヲ
設
ケ
以
テ
水
路
の
安
全
ヲ
保
ツ

　
　

第
七　

資
本
金
及
株
數

本
會
社
ノ
資
本
金
ハ
七
百
万
圓
ニ
シ
テ
之
ヲ
十
四
万
株
ニ
分
テ
壹
株
ノ
金
額
ヲ

五
拾
圓
ト
ス

　
　

第
八　

本
會
社
存
立
期
限

本
會
社
ノ
存
立
期
限
ハ
本
會
社
設
立
ノ
日
ヨ
リ
滿
七
十
五
ケ
年
ト
ス

　
　

第
九　

資
本
金
使
用
概
算
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青
木　

日
本
中
央
運
河
計
画
と
今
立
吐
酔

一
金
七
百
万
圓
也　
　
　
　
　

資
本
總
額

　
　

金
四
百
八
拾
五
万
圓　
　
　
　

第
一
水
路

　
　
　
　

内
譯

　
　
　

金
三
百
七
拾
壹
万
貳
千
五
百
圓　

水
路
費

　
　
　

金
八
万
壹
千
圓　
　
　
　
　
　
　

傾
斜
鐡
道
費

　
　
　

金
六
拾
万
圓　
　
　
　
　
　
　
　

發
電
所
並
送
電
諸
費

　
　
　

金
壹
万
六
千
五
百
圓　
　
　
　
　

諸
建
物
費

　
　
　

金
八
万
五
千
圓　
　
　
　
　
　
　

用
地
費

　
　
　

金
十
五
万
五
千
圓　
　
　
　
　
　

工
事
監
督
並
總
掛
費

　
　
　

金
貳
拾
萬
圓　
　
　
　
　
　
　
　

豫
備
費

　
　

金
貳
百
拾
五
万
圓　
　
　
　
　

第
二
水
路

　
　
　
　

内
譯

　
　
　

金
百
貳
拾
万
五
千
五
百
圓　
　
　

水
路
費

　
　
　

金
九
万
圓　
　
　
　
　
　
　
　
　

傾
斜
鐡
道
費

　
　
　

金
五
拾
万
圓　
　
　
　
　
　
　
　

發
電
所
並
送
電
諸
費

　
　
　

金
壹
万
五
千
五
百
圓　
　
　
　
　

諸
建
物
費

　
　
　

金
拾
貳
万
圓　
　
　
　
　
　
　
　

用
地
費

　
　
　

金
六
万
九
千
圓　
　
　
　
　
　
　

工
事
監
督
並
總
掛
費

　
　
　

金
拾
五
万
圓　
　
　
　
　
　
　
　

豫
備
費

第
十　

営
業
上
収
支
概
算

　

収
入
之
部

金
八
拾
五
万
四
千
四
百
圓　
　

　
　
　
　
　
　

内
譯

金
六
拾
六
万
圓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
氣
力
賣
渡
料

　
　
　
　

	

但
電
氣
總
馬
力
壹
万
貳
千
五
百
馬
力
余
此
内
壹
萬
壹
千
馬
力
ヲ
賣
渡

　
　
　
　

シ
一
馬
力
ニ
付
一
ケ
年
平
均
六
拾
圓
ノ
見
積
リ

　
　

金
拾
九
万
四
千
四
百
圓　
　
　
　
　

航
通
料

　
　
　
　

但
壹
ケ
年
航
通
船
舶
總
石
數
三
百
貳
拾
四
万
石
ト
見
積
リ
百
石
ニ
付

　
　
　
　

六
圓
ノ
見
込

　
　
　

支
出
之
部

　
　

金
九
万
貳
千
五
百
圓　
　
　
　
　
　

一
ケ
年
總
支
出

　
　
　
　
　
　

内
譯

　
　
　
　

金
貳
万
五
千
圓　
　
　
　
　
　

水
路
部
修
繕
費

　
　
　
　

金
壹
万
七
千
圓　
　
　
　
　
　

電
機
器
械
並
電
線
路
修
繕
費　

　
　
　
　

金
貳
千
圓　
　
　
　
　
　
　
　

建
物
修
繕
費

　
　
　
　

金
貳
万
八
千
圓　
　
　
　
　
　

俸
給
及
諸
雑
給

　
　
　
　

金
参
千
圓　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
扱
費

　
　
　
　

金
壹
万
七
千
五
百
圓　
　
　
　

諸
税
金
並
ニ
雑
費

　
　
　

収
支
差
引

　
　
　
　

金
七
拾
六
万
一
千
九
百
圓　
　

純
利
益

◎
計
画
の
変
更
点
と
修
正
計
画
の
概
要

　

計
画
変
更
理
由
の
一
つ
に
敦
賀
港
が
十
月
に
開
港
外
貿
易
港
（
特
別
輸
出
入

港
（
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
港
湾
都
市
と
し
て
発
達
し
、
大
工

業
地
帯
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
敦
賀
地
区
に
水
力
発
電
所
を
建
設
す
る
と
し

た
。
一
方
、
明
治
二
十
九
年
九
月
の
琵
琶
湖
大
水
害
を
顧
み
、
琵
琶
湖
の
水
害

防
止
方
策
と
し
て
運
河
の
排
水
能
力
向
上
を
目
的
に
、
大
幅
な
設
計
変
更
を
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六
十
四
巻
二
号

行
っ
た
。
用
語
と
し
て
は
「
線
路
」
を
「
水
路
」
に
変
え
た
。
主
な
変
更
点
は
、

〇
第
一
水
路
の
琵
琶
湖
側
起
点
を
大
浦
か
ら
塩
津
に
変
更
。
敦
賀
地
方
に

六
〇
〇
〇
馬
力
の
水
力
発
電
所
を
設
置
。
排
水
機
能
を
高
め
る
た
め
水
路
幅
を

広
く
し
、
長
距
離
に
わ
た
り
隧
道
化
。（
貯
水
池
を
な
く
す
（
水
路
延
長
距
離

は
約
三
キ
ロ
短
縮
。
閘
門
五
減
。
傾
斜
鉄
道
三
減
。
費
用
三
三
五
万
円
増
。

〇
第
二
水
路
の
排
水
機
能
を
高
め
る
た
め
、
小
野
村
以
降
、
山
科
川
を
利
用
す

る
計
画
を
変
更
し
、
山
科
川
に
平
行
し
て
人
口
運
河
を
開
鑿
す
る
。
水
力
発
電

所
の
能
力
を
三
二
〇
〇
馬
力
か
ら
五
〇
〇
〇
馬
力
に
高
め
る
。
閘
門
一
減
。
費

用
九
〇
万
円
増
。
水
路
延
長
距
離
は
、
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
。

〇
工
事
費
用
総
額
が
二
七
五
万
円
か
ら
七
〇
〇
万
円
に
増
額
。（
明
治
二
十
九

年
の
七
〇
〇
万
円
は
現
在
（
令
和
元
年
（
の
金
額
で
約
三
八
〇
億
円
（

（
３
）
今
立
吐
酔
発
澤
田
恒
太
郎
宛
書
簡
（
複
写
）（
北
淡
海･

丸
子
船
の
館
蔵
（

　
「
北
淡
海
・
丸
子
船
の
館
」
蔵
の
今
立
吐
酔
発
滋
賀
県
塩
津
村
澤
田
恒
太
郎

宛
書
簡
（
複
写
（
三
通
を
確
認
し
た
。
毛
筆
で
和
紙
（
一
通
は
罫
紙
、
二
通
は

巻
紙
（
に
書
か
れ
て
い
る
。
塩
津
の
澤
田
家
は
、
屋
号
を
「
澤
屋
」
と
い
い
、

明
治
初
年
ま
で
廻
漕
問
屋
、
旗
籠
屋
、
醸
造
業
等
を
営
み
、
明
治
～
大
正
期
に

は
郵
便
業
務
を
担
っ
て
い
た
地
域
の
豪
家
で
あ
る（

（
（

。

　

な
お
、
こ
の
三
通
の
手
紙
に
は
、
日
付
は
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
書
か
れ
た

年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
北
淡
海
・
丸
子
船
の
館
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

（
（

の
記

事
で
は
、
こ
の
三
通
の
手
紙
の
書
か
れ
た
日
付
を
「
明
治
二
十
九
年
六
月
～
七

月
」
と
示
し
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
で
、
こ
の
三
通
の
手
紙
が
書
か
れ
た
の

は
「
明
治
二
十
九
年
で
は
な
く
、
明
治
三
十
年
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

根
拠
を
以
下
に
示
す
。

	

・	「
六
月
二
十
一
日
付
書
簡
」
に
「
昨
年
之
如
キ
湖
水
漲
溢
之
場
合
」
と
あ
る

が
、
琵
琶
湖
沿
岸
が
滋
賀
県
災
害
史
百
年
の
中
で
最
大
の
洪
水
と
い
わ
れ
る
未

曽
有
の
溢
水
被
害
に
あ
っ
た
の
は
、「
明
治
二
十
九
年
九
月
」で
あ
る（

（（
（

。
よ
っ
て
、

手
紙
が
書
か
れ
た
年
は
「
明
治
三
十
年
」
で
あ
る
。

	

・	「
六
月
二
十
五
日
付
書
簡
」
に
「
敦
賀
地
方
に･･･

一
昨
年
栁
川
隧
道
江
山

崩
よ
り
俄
然
彼
地
ニ
溢
水
侵
入
候
処
」
と
あ
る
が
、敦
賀
地
方
の
大
洪
水
は
「
明

治
二
十
八
年
七
月
末
」
で
あ
る（

（
（

。
よ
っ
て
、
手
紙
が
書
か
れ
た
年
は
「
明
治

三
十
年
」
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
三
通
の
手
紙
中
に
、「
修
正
目
論
見
書
」「
第
一
水
路
の
水
力
発

電
」「
追
而
住
所
ハ
東
京
日
本
橋
区
青
物
町
廿
五
番
地
ヘ
相
移
申
候
」
等
、
明

治
二
十
九
年
十
二
月
以
降
で
な
け
れ
ば
、
書
き
得
な
い
内
容
が
多
々
あ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
三
通
の
手
紙
は
「
明
治
三
十
年
六
月
～
七
月
」
に
書

か
れ
た
も
の
と
断
定
す
る
。
三
通
の
手
紙
の
全
文
を
翻
刻
し
示
す
。

①
六
月
二
十
一
日
付　

今
立
吐
酔
発　

澤
田
恒
太
郎
宛
書
簡

六
月
十
九
日
附
貴
墨
奉
拝
見
候
爾
来
御
疎
濶
ニ
相
過
候
処
今
般
不
料
も
日
本
中

央
運
河
株
式
会
社
之
件
ニ
関
し
而
懇
書
ヲ
辱
シ
欣
雀
此
事
ニ
御
座
候
扨
該
運
河

ニ
付
縣
廰
ヨ
リ
貴
村
會
ヘ
諮
問
而
相
成
候
ニ
就
而
者
組
合
部
落
中
ニ
ハ
多
少
之

異
議
者
も
有
之
由
ニ
付
村
會
当
日
迠
ニ
社
中
之
者
派
出
可
然
旨
御
注
意
被
下
至

極
感
佩
仕
候
早
速
他
發
起
者
と
相
談
之
上
何
分
之
御
返
事
不
申
候
得
共
不
取
敢

別
紙
修
正
目
論
見
書
并
數
葉
之
地
圖
差
上
候
間
御
同
志
者
へ
も
分
与
被
成
下
度

候
因
ヨ
リ
御
賛
成
之
上
故
御
参
考
迄
ニ
本
運
河
利
益
之
一
端
ヲ
奉
候
ハ
ハ
（
第

一
（
別
紙
起
業
目
論
見
書
ニ
記
載
之
通
リ
湖
水
ハ
敦
賀
ト
伏
見
ト
ノ
両
方
ヘ
向

ケ
一
秒
間
ニ
四
百
個
ツ
ツ
合
八
百
個	

一
個
ハ
一
五
方
尺	

之
水
ヲ
排
泄
候
間
瀬



13

青
木　

日
本
中
央
運
河
計
画
と
今
立
吐
酔

田
川
之
排
水
量
之
凡
四
分
之
一
ニ
相
当
リ
申
候
昨
年
之
如
キ
湖
水
漲
溢
之
場
合

ニ
ハ
従
来
二
十
日
ヲ
要
ス
ル
処
ハ
十
五
日
ニ
テ
平
水
ニ
複
ス
ル
割
合
ト
相
成
リ

湖
岸
作
物
ヲ
シ
テ
浸
水
ノ
患
ヲ
除
カ
シ
ム
ル
効
能
著
シ
ク
況
ン
ヤ
降
雨
中
ト
雖

モ
不
断
排
水
ノ
用
ヲ
ナ
ス
ヲ
以
テ
大
概
ハ
漲
溢
ニ
に
至
ラ
ス
シ
テ
済
ム
事
多
シ

右
ハ
即
チ
湖
岸
ニ
及
ホ
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
所
謂
滋
賀
縣
一
般
ノ
公
益
ト
称
ス
ヘ
キ

モ
ノ
ニ
候
得
共
（
第
二
（
今
塩
津
一
地
方
ノ
直
接
ニ
享
ク
ル
利
益
ハ
実
ニ
莫
大

ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
一
斑
ヲ
挙
ク
レ
ハ
同
地
ハ
第
一
水
路
ノ
終
点
ト
ナ
リ
敦
賀
ヨ
リ

上
船
大
津
ヨ
リ
来
ル
船
皆
一
旦
同
地
ニ
集
泊
シ
テ
南
北
ニ
相
分
ル
ル
ナ
リ
仮
リ

ニ
一
ケ
年
通
過
貨
物
ノ
数
ヲ
三
百
二
十
四
万
石
ト
見
積
リ
之
ヲ
百
石
積
ノ
船
ニ

満
載
ス
ル
ト
見
做
セ
ハ
三
万
二
千
四
百
隻
ノ
船
ト
ナ
ル
即
チ
一
日
平
均
九
十
艘

ナ
リ
一
艘
ニ
付
船
頭
三
人
ト
見
込
メ
ハ
二
百
七
十
人
ハ
毎
日
塩
津
ニ
在
テ
飲
食

ス
ル
者
之
ニ
天
候
ノ
為
メ
出
船
ヲ
見
合
ス
中
ハ
更
ニ
数
倍
ノ
人
員
ト
ナ
ル
又
此

荷
船
ヲ
引
ク
為
メ
ニ
数
多
ノ
小
蒸
汽
船
ハ
出
入
ス
ヘ
シ
斯
等
ノ
船
舶
人
員
輻
輳

ス
レ
ハ
之
ニ
付
帯
ス
ル
需
要
供
給
随
テ
起
リ
塩
津
沿
岸
一
帯
ノ
地
ハ
忽
チ
熱
閙

繁
盛
ノ
場
ト
化
ス
ヘ
シ
殊
ニ
岩
熊
ハ
運
河
ノ
入
口
ニ
接
近
ス
ヘ
キ
ヲ
以
テ
其
利

益
ヲ
享
ク
ル
事
更
ニ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
シ
猶
又
（
第
三
（
本
運
河
開
通
ノ
上

ハ
水
雷
艇
ハ
自
由
ニ
南
北
海
ヲ
横
通
ス
ル
事
ヲ
得
ル
カ
故
ニ
万
一
国
家
有
事
ノ

暁
ニ
ハ
我
海
軍
ノ
戦
闘
力
ヲ
増
ス
事
実
ニ
幾
倍
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ス
此
ノ
如
ク
本
運

河
ハ
其
貨
物
輸
送
ノ
機
関
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
大
ハ
國
家
軍
事
上
ノ
大
裨
益
ヲ
ナ

シ
小
ハ
一
縣
一
地
方
ノ
公
益
ヲ
起
コ
ス
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
是
非
ト
モ
設
備
ノ
運
ニ

至
ラ
シ
メ
度
何
卒
貴
地
有
志
者
ニ
モ
預
メ
御
談
示
被
下
可
成
村
會
ニ
於
テ
賛
成

可
決
相
成
様
可
然
御
尽
力
被
成
下
度
奉
願
上
候
他
部
落
ニ
取
リ
有
害
ノ
恐
ハ
之

ヲ
発
見
ス
ル
ノ
明
無
之
候
得
共
先
ツ
運
河
氾
濫
田
畠
減
少
之
二
点
ト
相
考
候
本

運
河
ハ
湖
面
ヨ
リ
凡
ソ
一
丈
余
ノ
低
キ
処
ヨ
リ
水
ヲ
取
入
レ
ル
故
河
身
ハ
遙
カ

地
底
ヲ
流
レ
決
シ
テ
氾
濫
ノ
患
無
之
又
運
河
水
面
ハ
巾
五
間
ニ
有
之
候
間
左
右

堤
防
之
為
三
四
間
ツ
ツ
ヲ
要
ス
ル
ト
モ
湖
岸
入
口
ヨ
リ
隧
道
入
口
マ
テ
長
サ
凡

ソ
十
二
丁
ニ
有
之
候
間
僅
ニ
二
町
歩
程
田
地
ヲ
要
ス
ル
ニ
不
過
比
点
モ
格
別
村

内
ノ
迷
惑
ニ
相
成
事
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
ト
相
考
申
候
先
ハ
右
不
取
敢
小
生
ヨ

リ
御
返
事
申
上
候　

以
上

　

六
月
廿
一
日	

今
立
吐
酔

　
　

澤
田
恒
太
郎
様

　
　
　

	

追
而
住
所
ハ
東
京
日
本
橋
区
青
物
町
廿
五
番
地
ヘ
相
移
申
候
間
此
段
添

而
申
上
置
度
候
也

　

手
紙
で
は
、「
日
本
中
央
運
河
計
画
」
へ
の
澤
田
氏
の
協
力
に
謝
意
を
述
べ
、

滋
賀
県
庁
か
ら
の
諮
問
に
係
る
塩
津
村
村
会
で
の
計
画
案
可
決
を
図
る
た
め
の

住
民
説
得
材
料
と
し
て
、
日
本
中
央
運
河
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

（
第
一
（
運
河
は
、
湖
水
を
敦
賀
と
伏
見
両
方
向
に
排
出
し
、
そ
の
排
水
量
は
、

瀬
田
川
の
排
水
量
の
約
四
分
の
一
に
相
当
す
る
。
昨
年
の
よ
う
な
湖
水
漲
溢
の

場
合
に
は
、
従
来
二
十
日
を
要
す
る
と
こ
ろ
を
十
五
日
で
平
常
水
位
に
復
旧
で

き
る
計
算
で
、
琵
琶
湖
岸
の
作
物
の
浸
水
被
害
を
除
く
効
能
は
著
し
い
。
降
雨

中
も
絶
え
間
な
く
排
水
機
能
が
あ
る
の
で
、
た
い
て
い
の
場
合
、
湖
岸
一
帯
は
、

湖
水
漲
溢
に
至
ら
ず
に
済
み
、
滋
賀
県
全
体
に
と
っ
て
公
益
と
い
え
る
。

（
第
二
（
運
河
が
完
成
す
れ
ば
、敦
賀
か
ら
の
船
も
大
津
か
ら
の
船
も
皆
、一
旦
、

塩
津
に
集
泊
す
る
こ
と
に
な
る
。
関
係
の
船
員
等
、
一
日
あ
た
り
二
百
七
十
人

以
上
が
、
塩
津
に
滞
在
す
る
見
込
み
で
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
飲
食
、
そ
の
他
の
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
二
号

需
要
で
、
塩
津
沿
岸
一
帯
は
、
一
大
市
場
と
し
て
大
繁
盛
す
る
こ
と
に
な
り
、

地
域
の
受
け
る
利
益
は
膨
大
な
も
の
に
な
る
。

（
第
三
（
運
河
が
開
通
す
れ
ば
、
水
雷
艇
は
自
由
に
太
平
洋
と
日
本
海
と
を
横

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
国
家
有
事
の
際
に
は
我
国
海
軍
の
戦
闘
力
を
増

大
す
る
の
に
た
い
へ
ん
効
果
的
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
メ
リ
ッ
ト
を
述
べ
た
後
、
運
河
開
鑿
で
付
近
の
村
に
予
想
さ
れ
る
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
運
河
の
氾
濫
と
田
畠
の
減
少
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

全
く
心
配
が
な
い
こ
と
を
理
由
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。

②
六
月
二
十
五
日　

今
立
吐
酔
発　

澤
田
恒
太
郎
宛
書
簡

拝
啓
先
封
ハ
忽
卒
之
折
柄
乱
筆
差
上
仕
候
其
節
ニ
敦
賀
地
方
ニ
ハ
頗
ル
反
對
之

気
味
有
之
旨
申
上
置
候
右
ハ
一
昨
年
栁
川
隧
道
江
山
崩
よ
り
俄
然
彼
地
ニ
溢
水

侵
入
候
処
よ
り
鬼
怖
ヲ
抱
き
今
回
湖
水
よ
り
運
河
ヲ
流
通
す
る
と
申
義
ニ
付
而

傍
然
湖
水
ハ
一
時
ニ
潟
下
来
り
て
一
昨
年
之
如
き
暴
水
を
再
演
候
歟
と
の
杞
憂

ニ
不
過
事
と
推
察
仕
候
如
斯
心
配
ハ
彼
地
数
輩
之
有
力
者
ニ
今
回
之
設
計
ニ
ヨ

リ
彼
地
ヲ
以
テ
南
北
海
貨
物
之
仲
継
所
と
為
し
北
海
道
通
之
大
小
船
舶
ハ
下
之

関
を
迂
回
セ
す
し
て
敦
賀
を
以
て
起
点
と
し
且
将
来
西
比
利
亜
鉄
道
落
成
后
は

如
何
ニ
大
要
港
と
な
る
歟
を
知
得
せ
し
め
猶
又
彼
地
付
近
ニ
於
て
六
千
馬
力
余

之
水
力
電
氣
ヲ
發
生
し
諸
般
之
工
業
勃
興
す
る
ニ
至
ら
ハ
敦
賀
一
郡
之
小
天
地

ハ
如
何
ニ
繁
盛
之
地
区
と
変
化
す
る
歟
を
覚
ラ
シ
メ
ハ
直
ニ
双
手
を
挙
テ
賛
成

ス
ル
ナ
ラ
ン
ト
想
像
仕
候
敦
賀
人
士
ニ
御
説
得
之
節
御
参
考
ニ
も
可
相
成
と

右
大
略
申
上
候
次
ニ
先
般
申
洩
シ
候
塩
津
之
利
益
ハ
此
工
事
相
始
リ
候
ハ
ハ

同
地
ヘ
数
千
之
工
夫
入
込
ミ
数
年
間
就
業
可
致
ニ
付
彼
等
よ
り
塩
津
へ
落
る

金
額
ハ
実
ニ
莫
大
な
る
者
ニ
有
之
候
即
チ
第
一
水
路
之
要
ス
ル
工
事
豫
算
ヘ

四
百
八
十
五
万
圓
ニ
候
得
ハ
其
半
額
以
内
ハ
深
坂
峠
以
南
之
工
事
費
ニ
相
費
候

事
ニ
て
本
工
事
ハ
鐵
道
と
違
ヒ
外
國
ヨ
リ
購
入
す
る
者
ハ
電
氣
機
械
之
外
殆
と

無
之
間
土
石
堀
割
ニ
相
費
候
而
是
皆
工
夫
之
賃
銭
ニ
相
成
候
而
已
然
レ
ハ
是
ニ

依
テ
塩
津
地
方
之
相
潤
ふ
事
ハ
今
よ
り
想
像
ニ
餘
り
あ
る
事
と
相
考
申
候
且
又

将
来
敦
賀
ニ
於
テ
工
業
相
開
ケ
候
ハ
ハ
彼
地
之
需
要
今
よ
り
数
百
倍
し
従
而
貨

物
之
通
過
ハ
豫
算
よ
り
数
倍
ニ
昇
ル
事
ニ
も
相
成
可
申
者
等
種
々
打
算
し
来
ル

時
ハ
彼
是
塩
津
敦
賀
両
地
方
之
繁
栄
之
基
と
な
ら
さ
る
ハ
無
之
実
ニ
萬
利
有
リ

て
一
害
無
之
事
業
と
存
シ
候
尤
も
熱
心
ニ
計
営
罷
在
候
何
卒
彼
地
ニ
於
て
幸
ニ

熱
心
な
る
賛
成
者
御
募
リ
上
下
尚
餘
力
を
敦
賀
ニ
及
し
双
方
相
應
し
て
此
大
業

成
就
□
致
度
希
望
之
至
ニ
御
坐
候　
　
　

匆
々
拝
具

　

六
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　

今
立
吐
酔

澤
田
恒
太
郎
様
几
下　
（
封
筒
裏
（東
京
日
本
橋
区
青
物
町
廿
五
番
地
今
立
吐
酔

　

手
紙
の
主
旨
は
、
敦
賀
地
方
で
は
、
従
前
の
通
り
、
計
画
反
対
の
意
見
が
多

い
と
の
旨
を
述
べ
、「
大
雨
時
に
、
琵
琶
湖
の
水
が
運
河
を
通
っ
て
、
敦
賀
地

方
に
流
れ
落
ち
、
明
治
二
十
八
年
の
よ
う
な
大
水
害
に
な
る
」
と
い
う
の
が
そ

の
理
由
だ
が
、
そ
れ
は
全
く
の
杞
憂
だ
と
し
て
い
る
。
続
け
て
、
澤
田
氏
が
敦

賀
の
人
士
を
説
得
す
る
際
の
参
考
に
と
、
こ
の
計
画
に
お
け
る
敦
賀
地
方
の
二

点
の
メ
リ
ッ
ト
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
利
点
に
気
づ
け
ば
、
敦
賀
人
士
は
、
こ
の

計
画
に
双
手
を
あ
げ
て
賛
成
す
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

（
第
一
（
運
河
開
設
に
よ
っ
て
敦
賀
地
方
が
南
北
海
貨
物
の
仲
継
所
と
な
り
、

北
海
道
通
い
の
船
舶
は
下
関
を
迂
回
せ
ず
に
敦
賀
を
起
点
と
す
る
し
、
ま
た
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
落
成
後
は
、大
陸
へ
の
玄
関
口
と
し
て
敦
賀
が
大
要
港
と
な
る
。
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青
木　

日
本
中
央
運
河
計
画
と
今
立
吐
酔

（
第
二
（
敦
賀
地
方
に
お
い
て
六
千
馬
力
余
の
水
力
発
電
所
を
設
置
す
る
の
で

こ
れ
を
も
と
に
諸
般
の
工
業
が
勃
興
す
れ
ば
敦
賀
一
帯
の
地
域
は
た
い
へ
ん
繁

栄
繁
盛
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

続
け
て
、
前
便
で
言
い
漏
ら
し
た
こ
の
計
画
に
よ
る
塩
津
地
方
の
二
点
の
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
第
一
（
こ
の
運
河
開
鑿
工
事
が
始
ま
っ
た
な
ら
ば
、
塩
津
地
方
へ
数
千
人
の

工
夫
が
入
込
み
、
数
年
間
、
就
業
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
彼
等
か
ら
塩
津
へ

落
ち
る
金
額
は
莫
大
な
も
の
に
な
り
、塩
津
地
方
が
経
済
的
に
た
い
へ
ん
潤
う
。

（
第
二
（
将
来
敦
賀
に
お
い
て
工
業
が
興
隆
す
れ
ば
、
敦
賀
の
需
要
は
今
よ
り

数
百
倍
に
な
り
、
貨
物
の
通
過
は
予
定
よ
り
数
倍
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
日
本
海
中
央
運
河
開
通
の
暁
に
は
、
塩
津

敦
賀
両
地
方
の
繁
栄
は
間
違
い
な
く
、
萬
利
有
っ
て
一
害
無
し
の
事
業
と
考
え

て
い
る
」
と
し
、「
熱
心
な
賛
成
者
を
御
募
り
い
た
だ
い
て
、
賛
成
の
勢
い
を

敦
賀
地
方
に
及
ぼ
す
こ
と
で
、
塩
津
敦
賀
が
相
応
じ
て
こ
の
大
事
業
が
成
就
す

る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
い
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

③
七
月
十
三
日　

今
立
吐
酔
発　

澤
田
恒
太
郎
宛
書
簡

華
墨
奉
拝
讀
候
陳
者
今
回
貴
村
會
開
会
前
ゟ
□
常
々
御
配
意
ニ
預
リ
運
河
事
件

満
場
一
致
を
以
て
可
決
相
成
候
趣
偏
ニ
賢
台
御
斡
旋
之
所
致
と
感
命
此
事
ニ
御

坐
候
実
ニ
過
日
来
如
何
之
往
過
ニ
相
成
候
哉
と
私
ニ
懸
念
罷
在
候
処
貴
紙
ニ
依

憂
霧
消
散
直
ニ
太
白
ヲ
傾
遙
候
西
向
奉
祝
君
寿
候
敦
賀
之
方
ハ
先
般
も
申
上
候

通
リ
之
次
第
ニ
て
未
た
同
地
人
士
ニ
交
渉
致
た
る
事
之
無
御
坐
候
間
被
御
會
ニ

願
上
候
只
先
荒
川
福
井
知
事
之
咄
ニ
同
地
人
ハ
先
年
之
水
害
ニ
懲
リ
運
河
ニ
ハ

反
對
之
気
味
あ
り
と
申
儘
然
た
る
事
情
承
リ
候
而
己
ニ
て
未
た
何
等
運
動
着
手

不
仕
候
此
御
會
ニ
て
可
然
御
配
意
奉
願
上
候
先
ハ
不
取
敢
拝
酬
如
此
御
座
候
猶

時
下
不
順
之
候
折
角
御
□
□
奉
願
上
候　
　

拝
白

七
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
立
吐
酔

澤
田
恒
太
郎
様　
　

御
几
下

　

手
紙
の
主
旨
は
、
塩
津
村
村
会
で
、「
敦
賀
―
塩
津
間
」
の
運
河
開
鑿
計
画

に
つ
い
て
、
村
会
満
場
一
致
で
可
決
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
村
会
前
か
ら
の
澤

田
氏
の
周
囲
へ
の
働
き
か
け
、
尽
力
に
対
し
て
の
感
謝
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し

て
、
村
会
の
採
決
結
果
を
た
い
へ
ん
心
配
し
て
い
た
が
、
す
っ
か
り
そ
の
心
配

が
消
え
て
、
め
で
た
い
と
今
立
吐
酔
が
自
身
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

　

敦
賀
の
人
士
へ
の
交
渉
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
荒
川
福
井
県
知
事
か
ら
「
敦
賀

の
人
々
は
先
年
の
水
害
に
懲
り
て
運
河
に
は
反
対
の
意
見
が
多
い
」
と
い
う
話

を
お
聞
き
し
て
い
る
だ
け
で
、
い
ま
だ
に
運
河
開
鑿
の
運
動
に
は
着
手
で
き
て

い
な
い
と
述
べ
、
澤
田
氏
や
塩
津
・
近
隣
の
有
志
か
ら
も
敦
賀
の
人
々
に
働
き

か
け
て
い
た
だ
き
、
運
河
開
鑿
実
現
に
向
け
て
の
運
動
が
前
向
き
に
進
む
よ
う

に
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。
今
立
吐
酔
が
、
荒
川
福
井
県
知
事
と
交
渉
し
て
い

た
こ
と
、
敦
賀
の
有
力
者
へ
の
説
得
が
難
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

四　

 

明
治
二
十
九
年
前
後
の
琵
琶
湖
に
通
じ
る
運
河
開
鑿
等
に

関
す
る
諸
計
画
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て

　

明
治
二
十
三
年
竣
工
の
琵
琶
湖
疎
水
の
影
響
か
ら
か
、
今
立
吐
酔
ら
が
「
日

本
中
央
運
河
」
を
計
画
し
た
同
二
十
九
年
前
後
に
は
、
琵
琶
湖
に
通
じ
る
運
河
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六
十
四
巻
二
号

開
鑿
計
画
が
相
次
い
で
当
局
に
提
出
さ
れ
て
い
た
。
主
な
も
の
と
し
て
今
立
吐

酔
ら
の
計
画
を
含
め
て
四
件
の
出
願
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
国
や
府
県
主
体
で

は
な
く
、
民
間
の
株
式
会
社
主
体
の
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
。

「
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
」
以
外
の
計
画
の
概
要
を
ま
と
め
る（

（
（

。

（
１
）
宇
治
水
電
株
式
会
社
に
よ
る
計
画

◎
明
治
二
十
九
年
九
月
二
日
出
願　

十
一
月
十
二
日
に
訂
正
書
提
出

◎
高
木
文
平
（
京
都
市
在
（
他
九
十
八
名
の
発
起
人　

工
費
九
三
〇
万
円

　

琵
琶
湖
疏
水
工
事
施
工
期
、
水
力
発
電
視
察
で
田
辺
朔
郎
と
同
行
渡
米
し
た

高
木
文
平
は
、
明
治
二
十
七
年
、
京
都
瀬
田
川
・
宇
治
川
筋
に
お
い
て
水
力
発

電
を
営
む
計
画
を
当
局
に
出
願
。
翌
年
提
出
さ
れ
た
類
似
の
計
画
二
件
と
の
協

調
が
図
ら
れ
、
三
事
業
が
一
本
化
さ
れ
て
「
宇
治
水
電
株
式
会
社
」
が
発
足
し

た
。
高
木
文
平
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
（
生
、
明
治
十
五
年
に
京
都
商

工
会
議
所
初
代
会
長
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
上
・
下
京
連
合
区
会
議
員
。
明
治

二
十
八
年
、
琵
琶
湖
疏
水
の
発
電
に
よ
っ
て
日
本
初
の
市
街
電
車
を
開
業
し
た

京
都
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
社
長
で
あ
る
。
二
十
九
年
提
出
の
計
画
は
、
滋
賀

県
滋
賀
郡
石
山
寺
南
郷
か
ら
京
都
府
宇
治
郡
宇
治
村
ま
で
、
運
河
ま
た
は
隧
道

を
開
鑿
す
る
も
の
で
、
水
力
発
電
お
よ
び
通
船
運
河
事
業
を
目
的
と
し
た
。

（
２
）
琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社

◎
明
治
三
十
一
年
一
月
十
日
出
願　
　

工
費
：
六
七
九
万
円
五
千
余
円

◎
河
村
彦
三
郎
（
滋
賀
県
愛
知
郡
在
（　

他
百
三
十
四
名
の
発
起
人　

　

運
河
の
経
路
、発
電
所
所
在
地
、計
画
、目
的
が
「
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
」

の
計
画
に
酷
似
し
て
い
る
。
コ
ピ
ー
計
画
と
も
い
え
、「
日
本
中
央
運
河
計
画
」

の
一
年
四
ヶ
月
も
後
に
申
請
さ
れ
て
お
り
、「
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
」
の

計
画
が
乗
っ
取
ら
れ
た
観
さ
え
あ
る
。「
日
本
中
央
運
河
計
画
」
の
第
二
水
路

と
同
様
の
工
事
を
第
一
工
事
、
第
一
水
路
と
同
様
の
工
事
を
第
二
工
事
、
京
都

府
紀
伊
郡
向
島
村
か
ら
大
阪
湾
ま
で
を
第
三
工
事
と
し
て
い
る
。
滋
賀
県
内
の

有
力
者
百
三
十
五
名
も
が
発
起
人
と
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
っ
た
。

（
３
）
宇
治
川
電
力
株
式
会
社

◎
明
治
二
十
九
年
四
月
二
十
四
日
出
願　

工
費
：
六
二
六
万
六
千
余
円

◎
岩
谷
松
平
（
東
京
都
京
橋
区
在
（
他
五
十
七
名
の
発
起
人
（
地
元
住
民
含
む
（

　

京
都
府
下
綴
喜
郡
宇
治
田
原
村
か
ら
久
世
郡
宇
治
町
に
至
る
運
河
を
開
鑿

し
、
瀬
田
川
、
宇
治
川
筋
で
水
力
発
電
を
実
施
す
る
計
画
。
通
船
は
予
定
せ
ず
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
運
河
開
鑿
を
伴
う
水
力
電
気
事
業
に
関
し
て
琵
琶
湖
か
ら

山
科
盆
地
経
由
の
「
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
」「
琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社
」

の
二
件
、
瀬
田
川
・
宇
治
川
筋
の
「
宇
治
水
電
株
式
会
社
」「
宇
治
川
電
力
株

式
会
社
」
の
二
件
、合
わ
せ
て
四
件
の
同
様
な
計
画
の
競
願
状
況
が
出
現
し
た
。

　

四
件
の
類
似
運
河
開
鑿
発
電
計
画
を
受
け
取
っ
た
京
都
府
、
滋
賀
県
等
当
局

は
、
そ
の
扱
い
に
苦
慮
し
た
よ
う
だ
。
当
時
の
文
書

（
（（
（（
（
（

。
を
見
る
と
、
出
願
か
ら

三
年
余
を
過
ぎ
た
明
治
三
十
三
年
三
月
に
な
っ
て
も
四
件
の
出
願
に
対
す
る
回

答
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
に
、
い
つ
回
答
し
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
政
府
内
務
省
筋
は
、
四
者
の
合
同
合
併
を
勧
奨
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
の
結
果
を
見
る
と
、
明
治
三
十
五
年
二
月
に
「
宇
治
水
電
株
式
会
社
」、

「
宇
治
川
電
力
株
式
会
社
」、「
琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社
」の
三
者
が
合
同
し
て「
宇

治
川
電
気
株
式
会
社
」
が
設
立
し
て
い
る
か
ら
、「
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
」

は
、
合
同
を
良
し
と
せ
ず
し
て
、
明
治
三
十
三
年
四
月
～
三
十
五
年
ま
で
の
間
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日
本
中
央
運
河
計
画
と
今
立
吐
酔

に
出
願
を
取
り
下
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
派
合
同
新
設
の
「
宇
治
川
電
気
株
式
会
社
」
の
「
水
力
電
気
願
書
」
の
内

容
は
合
同
前
の
「
宇
治
水
電
株
式
会
社
」
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る
。

通
船
、
発
電
と
も
に
、
よ
う
や
く
明
治
三
十
九
年
三
月
に
内
務
大
臣
に
よ
っ
て

許
可
さ
れ
た
が
、
京
都
・
滋
賀
両
府
県
に
よ
る
命
令
書
案
文
で
は
、
通
船
に
関

す
る
文
言
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
大
正
二
年
七
月
、
よ
う
や
く
「
宇
治
川
電
気

株
式
会
社
」
の
宇
治
川
発
電
所
が
竣
工
し
た
。
明
治
二
十
九
年
前
後
に
競
合
し

た
四
件
の
計
画
の
唯
一
の
産
物
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
「
宇
治
川
電
気
株
式
会

社
」
の
後
身
が
現
在
の
関
西
電
力
で
あ
る（

（
（

。

　
　
　

五　

 

日
本
中
央
運
河
計
画
の
不
採
択
理
由
に
つ
い
て

　

今
立
吐
酔
ら
の
「
日
本
中
央
運
河
計
画
」
は
、
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ

の
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

（
１
）
滋
賀
県
内
の
地
元
賛
同
者
獲
得
の
失
敗

　

同
時
期
に
、
類
似
計
画
が
四
件
も
出
願
さ
れ
、
競
合
状
態
に
な
っ
た
こ
と
が

大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
発
起
人
全
員
が
東
京
在

住
で
地
元
的
基
盤
が
欠
如
し
て
い
た
「
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
」
が
不
利
な

立
場
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
混
迷
す
る
四
社
競
合
状
態
の
真
只
中
の
明
治

三
十
二
年
十
一
月
に
京
都
府
知
事
、
滋
賀
県
知
事
が
、
そ
れ
ぞ
れ
内
務
省
に
あ

て
た
書
簡
の
控
が
残
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
京
都
府
知
事
は
、
四
社
の
合
同
合
併
が
事
態
解
決
の
最

善
策
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
合
併
会
社
の
経
営
権
の
歩
合
を
「
高
木
派
四
・
五
、

岩
谷
派
三
、
河
村
派
一
・
五
、
櫻
田
派
（
今
立
派
（
一
」
と
し
て
、
実
質
上
、

地
元
京
都
の
実
業
家
高
木
文
平
の
「
宇
治
水
電
株
式
会
社
」
に
主
導
権
を
取
ら

せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
結
果
的
に
は
、
大
筋
こ
の
意
見
が
通
っ
た
。

　

一
方
、
滋
賀
県
知
事
は
、「
瀬
田
川
―
伏
見
間
」
の
水
路
は
「
大
津
―
伏
見

間
」
の
水
路
に
比
べ
て
商
業
的
価
値
が
著
し
く
低
い
と
主
張
し
「
大
津
―
伏
見

間
」
運
河
開
鑿
の
計
画
を
も
つ
、
河
野
派
と
櫻
田
派
（
今
立
派
（
の
計
画
を
是

と
し
た
。
こ
の
両
者
の
計
画
は
殆
ど
同
一
で
あ
る
が
、
特
に
根
拠
な
く
「
櫻
田

一
派
の
計
画
は
杜
撰
」
と
決
め
つ
け
て
、
結
局
、
地
元
滋
賀
県
の
河
村
彦
三
郎

他
百
三
十
四
名
が
発
起
人
で
あ
る
「
琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社
」
が
最
適
当
と
主

張
し
て
い
る
。
京
都
、
滋
賀
両
府
県
と
も
結
局
、
自
分
の
府
県
の
地
元
有
力
者

の
計
画
に
加
担
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
、
紹
介
し
た
「
今
立
吐
酔
」
の
三
通
の
手
紙
は
、
東
京
人
の
み
が
発
起

人
で
あ
っ
た
「
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
」
が
、
滋
賀
県
内
の
地
元
有
力
者
の

支
持
を
得
る
べ
く
懸
命
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

時
は
明
治
三
十
年
六
～
七
月
、
最
初
の
申
請
か
ら
約
一
年
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
塩
津
の
澤
田
氏
以
外
に
も
多
く
の
地
区
で
地
元
有
力
者
に
同
意
を
得
る
べ
く

精
力
的
に
情
宣
活
動
を
し
て
い
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
そ
の
熱
心
な
活
動
が
思

わ
ぬ
方
向
に
展
開
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
明
治

三
十
一
年
一
月
出
願
の
「
琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社
」
の
設
立
で
あ
る
。
必
死
で

説
得
し
た
歩
い
た
滋
賀
県
内
の
地
元
有
志
多
数
が
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、「
日
本

中
央
運
河
株
式
会
社
」
の
計
画
だ
け
そ
っ
く
り
横
取
り
し
て
、
別
会
社
を
立
ち

上
げ
て
し
ま
っ
た
。
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
澤
田
氏
へ
の
手
紙

か
ら
約
半
年
後
、
今
立
吐
酔
ら
に
は
予
想
外
の
事
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。（
澤
田
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六
十
四
巻
二
号

氏
は
「
琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社
」
の
発
起
人
に
は
な
っ
て
い
な
い
。（

　

類
似
の
運
河
開
鑿
計
画
で
競
合
し
あ
う
四
社
の
発
起
人
の
数
は
、
高
木
派
百

名
、
河
野
派
一
三
五
名
、
岩
谷
派
五
八
名
。
対
し
て
櫻
田
派
「
日
本
中
央
運
河

株
式
会
社
」
は
、
最
後
ま
で
五
名
と
極
端
に
少
な
い
。
河
村
彦
三
郎
他
一
三
四

名
の
滋
賀
県
有
力
者
を
「
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
」
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
て
い
れ
ば
、
計
画
が
実
現
し
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。
こ
の
よ
う
に
最
終

的
に
有
力
な
地
元
支
持
者
を
多
く
獲
得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
「
日
本
中
央
運

河
株
式
会
社
」
の
計
画
不
採
択
の
最
大
の
理
由
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
敦
賀
地
区
の
反
対

　

第
一
水
路
の
日
本
海
側
起
点
、
敦
賀
地
区
の
人
民
、
有
力
者
達
は
、
計
画
に

一
貫
し
て
反
対
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
該
当
県
で
あ
る
福
井
県
へ
の
申
請
が
難

行
し
、
滋
賀
県
、
ひ
い
て
は
、
第
二
水
路
工
事
申
請
先
の
京
都
府
に
不
信
感
を

抱
か
せ
た
。
ま
た
、
第
一
水
路
の
利
点
を
期
待
さ
せ
ら
れ
た
塩
津
地
区
の
人
々

の
反
感
も
買
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
滋
賀
県
内
の
支
持
者
の

離
反
を
誘
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
、「
琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社
」
は
、「
日

本
中
央
運
河
株
式
会
社
」
と
同
様
な
計
画
で
あ
り
な
が
ら
、
大
津
―
伏
見
間
を

第
一
工
事
、
琵
琶
湖
―
敦
賀
間
を
第
二
工
事
と
し
て
、
第
一
工
事
を
優
先
申
請

し
た
た
め
、
小
回
り
の
利
く
交
渉
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

敦
賀
地
区
の
人
々
の
反
対
理
由
は
、
明
治
二
十
八
年
七
月
末
、
二
十
九
年
八

月
末
と
相
次
い
だ
大
洪
水
で
、
琵
琶
湖
に
繋
が
る
水
路
が
水
害
の
要
因
に
な
る

と
懸
念
さ
れ
た
こ
と
、
連
年
の
洪
水
で
壊
滅
的
な
被
害
を
被
っ
た
地
域
の
復
興

を
優
先
す
る
地
元
有
力
者
に
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
だ
ろ
う
。
ま
た
、
特

別
輸
出
入
港
指
定
の
前
後
、
大
和
田
荘
七
ら
敦
賀
の
実
業
家
達
は
、
外
国
貿
易

関
係
の
仕
事
に
精
力
を
傾
け
て
お
り（

（
（

、
琵
琶
湖
の
運
河
開
鑿
に
は
無
関
心
だ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
二
十
二
年
の
大
津
―
米
原
間
の
鉄
道
開

通（
（（
（

以
来
、
敦
賀
―
米
原
―
大
津
―
京
都
間
の
鉄
道
輸
送
が
効
率
化
し
、
物
資
輸

送
手
段
が
船
便
か
ら
鉄
道
に
代
わ
り
つ
つ
あ
る
状
況
下
で
、
運
河
の
必
要
性
が

急
速
に
減
じ
て
い
っ
た
こ
と
も
要
因
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
九
月
の
「
起
業
工
事
申
請
書
」（
三
（
１
（
①
（
の
発
起
人
署
名
の

今
立
吐
酔
の
肩
書
が
「
東
京
市
平
民
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
十
二
月
の
「
起
業

工
事
補
正
申
請
書
」（
三
（
２
（
①
Ａ
（
で
は
、
住
所
に
「
寄
留
」
が
つ
き
、

肩
書
は
「
福
井
県
平
民
」
と
な
っ
て
い
る
。
福
井
県
と
の
交
渉
、
敦
賀
で
の
交

渉
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
、
あ
え
て
戸
籍
を
福
井
県
に
戻
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

（
３
）
計
画
の
途
中
変
更

　
「
日
本
中
央
運
河
株
式
会
社
」
は
、
最
初
の
計
画
申
請
か
ら
わ
ず
か
三
ヶ
月

後
の
明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
付
で
、
計
画
変
更
を
申
請
し
た
。
敦
賀

地
方
に
水
力
発
電
所
を
作
り
工
業
を
振
興
す
る
こ
と
、
琵
琶
湖
の
排
水
能
力
効

果
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
の
変
更
で
あ
っ
た
。

　

敦
賀
港
の
開
港
外
貿
易
港
指
定
に
伴
う
地
域
の
振
興
策
強
化
に
よ
っ
て
、
計

画
に
反
対
す
る
敦
賀
地
方
の
世
論
を
賛
成
に
向
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら

れ
る
。
し
か
し
、
一
方
、「
日
本
中
央
運
河
」
が
開
通
し
、
敦
賀
地
方
に
物
資

が
集
ま
る
と
共
に
大
工
業
地
帯
と
な
れ
ば
、
京
阪
神
の
経
済
圏
、
大
阪
港
、
神

戸
港
の
利
益
が
減
少
す
る
と
の
関
西
圏
政
財
界
の
懸
念
が
、
計
画
阻
止
に
働
い

た
可
能
性
も
あ
っ
た
か
と
考
え
る
。
江
戸
期
以
降
、
敦
賀
―
琵
琶
湖
運
河
開
鑿

を
計
画
し
て
き
た
中
心
は
京
都
大
阪
の
資
本
家
達
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
末
裔
が
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日
本
中
央
運
河
計
画
と
今
立
吐
酔

東
京
資
本
に
よ
る
計
画
を
警
戒
し
た
と
い
う
背
景
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

ま
た
、
琵
琶
湖
の
排
水
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
九
年
に
実
施
決
定
し
た
瀬

田
川
改
修
工
事
計
画
が
、
す
で
に
進
行
し
て
お
り
、
排
水
機
能
を
高
め
る
た
め

の
新
た
な
水
路
開
鑿
は
、
不
必
要
と
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

計
画
の
大
変
更
は
、
十
月
、
十
一
月
の
約
二
ケ
月
間
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
い

か
に
も
慌
た
だ
し
く
、
不
十
分
な
点
も
多
か
っ
た
観
が
あ
る
。
滋
賀
県
知
事
、

京
都
府
知
事
、
地
元
住
民
の
不
信
感
が
募
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
共
に
、
予
算

の
大
幅
増
加
は
、
出
資
者
募
集
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
九
月
に
で
き
あ
が
っ
た
立
派
な
冊
子
、
精
密
な
図
面
も
使
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
な
ど
、
発
起
人
五
人
の
間
に
も
、
あ
ま
り
に
性
急
な
計
画
・
予
算
の
大

変
更
に
不
協
和
音
が
走
っ
た
可
能
性
も
あ
っ
た
か
と
考
え
る
。

　

日
本
海
か
ら
琵
琶
湖
を
経
て
大
阪
湾
ま
で
を
結
ぶ
運
河
の
開
鑿
は
、
琵
琶
湖

周
辺
の
積
年
の
諸
問
題
を
一
度
に
解
決
す
る
理
想
的
で
完
璧
な
計
画
だ
が
、
民

間
の
株
式
会
社
で
施
工
す
る
事
業
と
し
て
は
、
大
規
模
に
過
ぎ
た
観
が
あ
る
。

発
起
人
達
は
、理
想
と
完
璧
性
と
を
追
求
し
す
ぎ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
。「
第

一
水
路
」単
独
の
計
画
で
申
請
し
た
方
が
実
現
性
が
高
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

お 

わ 

り 

に

　

今
回
、
今
立
吐
酔
が
関
わ
っ
た
明
治
二
十
九
年
の
「
日
本
中
央
運
河
計
画
」

の
概
要
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
計
画
に
お
け

る
今
立
吐
酔
の
立
ち
位
置
な
ど
、充
分
に
検
討
で
き
な
か
っ
た
点
が
多
々
あ
る
。

調
査
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
テ
ー
マ
は
、
琵
琶
湖
の
排
水
問
題
、
滋
賀
県

と
京
都
府
と
の
関
係
、
京
阪
神
の
資
本
、
鉄
道
網
の
整
備
、
敦
賀
港
の
問
題
、

大
陸
へ
の
進
出
、
日
露
戦
争
等
、
実
に
多
く
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
。
で
き
れ
ば
稿
を
改
め
て
再
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

思
う
に
、「
日
本
中
央
運
河
計
画
」
が
提
出
さ
れ
た
明
治
二
十
年
代
末
は
、

時
代
の
画
期
で
あ
っ
た
。
二
十
年
代
、
憲
法
制
定
、
帝
国
議
会
開
設
、
鉄
道
網

整
備
、
日
清
戦
争
等
を
経
て
、
政
治
、
経
済
、
外
交
、
社
会
の
し
く
み
が
急
速

に
大
き
く
変
化
し
た
。
幕
末
維
新
か
ら
の
勃
興
期
・
建
設
期
が
終
了
し
、
新
国

家
と
し
て
の
体
制
が
確
立
し
た
時
期
と
い
え
よ
う
。
故
に
明
治
十
四
年
出
願
の

琵
琶
湖
疏
水
が
完
成
し
、
明
治
二
十
九
年
出
願
の
日
本
中
央
運
河
が
実
現
し
な

か
っ
た
の
は
、
あ
ま
り
に
も
社
会
が
変
わ
り
す
ぎ
た
十
五
年
間
が
原
因
で
あ
っ

た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

琵
琶
湖
疏
水
の
功
労
者
田
辺
朔
郎
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
（「
大
琵
琶
湖

運
河
計
画
」
を
発
表
し
て
い
る
。
幅
八
十
五
メ
ー
ト
ル
の
大
運
河
で
敦
賀
―
琵

琶
湖
―
大
阪
湾
を
つ
な
ぐ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
若
き
京
都
時
代
に
見
聞
し
た

南
一
郎
平
の
計
画
が
終
生
、
強
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
今
立
吐
酔

と
同
じ
よ
う
に
。「
日
本
中
央
運
河
計
画
」
の
基
本
プ
ラ
ン
は
正
し
か
っ
た
。

実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、「
時
代
」
が
「
必
要
と
し
な
か
っ
た
」
の
一
語
に
つ

き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

謝
辞

　
「
北
淡
海
・
丸
子
船
の
館
」
の
近
持
真
奈
美
様
に
は
、
資
料
閲
覧
に
際
し
ま

し
て
、
懇
切
な
る
御
助
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
、
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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六
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二
号

註（
１
（
青
木
孝
文
「
公
文
書
に
見
る
今
立
吐
酔
の
履
歴
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
六
三
巻
二
号
、

二
〇
一
九
年
（。
こ
の
拙
稿
で
扱
っ
た
国
立
公
文
書
館
蔵
の
今
立
吐
酔
関
係
公
文
書
に
つ

い
て
は
、
先
行
研
究
と
し
て
、
川
村
覚
昭
氏
の
「
今
立
吐
酔
の
教
育
資
料
の
研
究
」（『
京

都
産
業
大
学
論
集
人
文
科
学
系
列
』
三
三
号
、
二
〇
〇
五
年
（
が
あ
っ
た
。
拙
稿
発
表

時
に
は
、
筆
者
の
調
査
不
足
で
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
把
握
、
確
認
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
付
す
。

（
２
（
北
淡
海
・
丸
子
船
の
館
Ｈ
Ｐ
「
日
本
中
央
運
河
計
画
」http//w

w
w
.koti.jp/

m
aruco/

（
３
（澤
田
修
二『
湖
北
の
歴
史
を
探
る
』（
自
家
製
本　

一
九
八
六
年
（著
者
澤
田
修
二
氏
は
、

本
稿
で
扱
っ
た
今
立
吐
酔
の
手
紙
の
受
け
手
、
塩
津
の
澤
田
恒
太
郎
氏
の
孫
に
あ
た
る
。

修
二
氏
は
次
男
で
、
横
浜
に
分
家
し
た
よ
う
だ
。

（
４
（
末
尾
至
行
「
擬
「
琵
琶
湖
疏
水
」
事
業
計
画
の
誕
生
と
そ
の
消
滅
」（『
歴
史
地
理
研

究
と
都
市
研
究　

上
』
大
明
社
、
一
九
七
八
年
（

（
５
（『
宇
治
川
淀
川
水
路
旧
書
類
』（
京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
文
書
、
明
二
九
―
一
〇
六
（

（
６
（『
敦
賀
郡
誌
』（
敦
賀
郡
役
所　

一
九
一
五
年
（

（
７
（牧
野
信
之
助「
琵
琶
湖
開
鑿
問
題
に
つ
い
て
」（『
武
家
時
代
社
会
の
研
究
』刀
江
書
院
、

一
九
二
八
年
（

（
８
（
杉
江
進
「
琵
琶
湖
―
敦
賀
「
運
河
」
計
画
の
再
検
討
」（『
交
通
史
研
究
』
六
四
巻
、

二
〇
〇
七
年
（

（
９
（	『
敦
賀
市
史　

通
史
編
上
・
下
』（
敦
賀
市
役
所
、
一
九
八
五
・
一
九
八
八
年
（

（
（0
（『
深
坂
堀
願
書
（
複
写
（』（
一
七
二
二
年
、
北
淡
海
丸
子
船
の
館
蔵
（

（
（（
（
吉
田
幸
三
郎
『
阪
敦
運
河
開
鑿
計
畫
案
』（
帝
国
地
方
行
政
学
会
、
一
九
二
三
年
（

（
（（
（
織
田
直
文
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